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若
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検
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四
　
海
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の
立
法
例

　
１
　
ド
イ
ツ

　
２
　
米
国

　
３
　
カ
ナ
ダ

五
　
ま
と
め

一
　
は
じ
め
に

詐
欺
行
為
の
本
質
は
、
被
害
者
の
錯
誤
に
乗
じ
て
何
ら
か
の
価
値
あ
る
も
の
を
被
害
者
自
身
に
提
供
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
被
害
者
自
身
を
道
具
と
す
る
間
接
正
犯
の
よ
う
な
犯
罪
と
し
て
の
基
本
的
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

一
般
に
、
他
人
を
欺
罔
し
て
財
産
を
奪
い
取
る
詐
欺
行
為
は
、
お
そ
ら
く
人
類
の
文
明
社
会
の
発
生
と
共
に
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
相

当
古
い
時
代
か
ら
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
詐
欺
の
標
的
と
さ
れ
た
の
は
基
本
的
に
は
物
体
と
し
て
の
財
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

伝
統
的
な
刑
罰
法
令
に
お
い
て
は
、
物
体
の
詐
取
を
基
本
的
な
形
態
と
す
る
犯
罪
類
型
が
想
定
さ
れ
て
き
た
し
、
明
治
時
代
に
制
定
さ
れ

た
日
本
国
の
刑
法
に
お
け
る
詐
欺
罪
（
刑
法
二
四
六
条
一
項
）
の
構
成
も
そ
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
は
、
詐
欺
罪

の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
刑
法
に
お
け
る
財
産
犯
の
体
系
は
、
物
体
と
し
て
の
財
産
の
保
護
を
主
体
と
し
て
構
築
さ
れ
維
持
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
人
類
社
会
の
経
済
取
引
が
盛
ん
に
な
り
、
物
体
で
は
な
い
債
権
そ
れ
自
体
が
財
産
権
と
し
て
の
重
要
性
を
増
す
に
つ
れ
、
例

え
ば
、
欺
罔
行
為
に
よ
っ
て
金
銭
債
務
の
支
払
を
免
れ
る
行
為
や
金
銭
債
権
を
移
転
さ
せ
る
行
為
の
よ
う
に
「
財
産
上
の
利
益
」
を
得
る
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行
為
も
ま
た
詐
欺
行
為
の
一
種
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
国
の
刑
法
に
お
い
て
も
、
財
産
上
の
利
益
が
保
護
法
益
の

一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
刑
法
二
四
六
条
一
項
）。

更
に
人
類
社
会
が
発
展
す
る
と
共
に
、
物
体
の
提
供
だ
け
で
は
な
く
役
務
の
提
供
も
ま
た
社
会
的
に
大
き
な
財
産
価
値
を
有
す
る
に
至
っ

た
。
そ
の
た
め
、
役
務
に
つ
い
て
財
物
と
同
様
に
刑
法
上
の
保
護
が
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
刑
法

思
想
の
大
勢
が
そ
の
よ
う
な
役
務
の
重
要
性
を
承
認
す
る
と
い
う
歴
史
的
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え

ば
、
電
気
窃
盗
（
刑
法
二
四
五
条
）
は
、
理
論
的
に
は
電
気
供
給
役
務
に
対
す
る
侵
害
罪
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
は
ず
な

の
に
、
実
際
に
は
財
物
奪
取
罪
の
一
種
（
法
定
の
類
推
）
と
し
て
刑
法
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
し
て
、
財
物
で
も
財
産
的
利
益
で
も
役
務
で
も
な
い
純
然
た
る
「
情
報
」
を
刑
法
に
よ
っ
て
保
護
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

そ
の
本
質
を
と
ら
え
た
理
解
が
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る（1
）
　
。

も
ち
ろ
ん
、
電
子
通
信
技
術
が
一
般
に
普
及
す
る
以
前
の
時
点
に
お
い
て
も
「
情
報
」
を
奪
う
行
為
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
従
来
は
、

「
情
報
を
奪
う
行
為
」
と
は
言
っ
て
も
標
的
と
す
る
情
報
を
記
録
し
た
物
理
媒
体
を
奪
う
こ
と
が
犯
罪
の
主
体
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ

い（2
）
　
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
裁
判
例
で
も
同
様
で
あ
る
。

他
方
で
、「
情
報
」
は
、
財
産
権
と
し
て
の
経
済
的
価
値
が
重
要
と
な
る
場
面
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
経
済
財
と
し
て
の

「
情
報
財
（in
fo
rm
a
tio
n
g
o
o
d
s （

3
）
　
）」
と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
個
人
識
別
性
や
国
家
機
密
性
と
い
っ
た
よ
う
な
（
経
済
財
と
し

て
の
観
点
と
は
異
な
る
）
別
の
次
元
で
の
価
値
（
交
換
価
値
以
外
の
価
値
）
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
情
報
を
奪
う
行
為
」

の
保
護
法
益
も
ま
た
、
財
産
権
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
種
多
様
な
も
の
と
な
り
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
情
報
を
奪
う
行
為
」
を
単
に

財
産
犯
の
一
種
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
違
法
行
為
の
法
的
本
質
を
見
誤
る
こ
と
に
も
な
り
得
る
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
適
切
で
な
い
立
法
的
対
応
を
導
く
こ
と
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
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本
論
文
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
様
々
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪（4
）
　
の
中
で
も
現
代
社
会
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
経
済
的

損
失
を
発
生
さ
せ
る
原
因
行
為
の
一
つ
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）
を
素
材
と
し
つ
つ
、
被
害
者
の
錯
誤
に
乗
じ
て

「
情
報
」
を
奪
う
行
為
一
般
に
つ
い
て
、
比
較
法
的
検
討
を
行
う（5
）
　
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
情
報
を
奪
う
行
為
」
と
関
連
す
る
保
護
法
益
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
前
提
に
、

現
行
の
日
本
国
法
令
に
基
づ
く
刑
事
罰
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
、
も
っ
て
法
律
実
務
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
検
討
対
象
と
し
た
日
本
国
法
令
は
、
原
則
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
日
の
時
点
で
施
行
さ
れ
有
効
と
な
っ
て
い
る
法
令

に
限
ら
れ
る
。二

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P
h
ish

in
g

）

一
般
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）
と
は
、
①
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
脆
弱
性
等
を
悪
用
し
、
返
信
ア
ド
レ
ス
を
偽
装
し
た
電
子
メ
ー
ル

を
送
信
す
る
行
為
や
偽
装
さ
れ
た
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
を
真
正
な
も
の
と
信
じ
さ
せ
る
行
為
等
に
よ
っ
て
被
害
者
を
錯
誤
に
陥
ら
せ
、
②
錯

誤
に
陥
っ
た
被
害
者
を
偽
装
さ
れ
た
サ
イ
ト
上
に
誘
導
し
た
上
で
、
③
そ
の
サ
イ
ト
を
真
正
な
も
の
と
誤
信
し
た
被
害
者
に
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス

ワ
ー
ド
、
銀
行
ア
カ
ウ
ン
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
そ
の
他
の
識
別
符
号
な
ど
を
入
力
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
④
入
力
さ
れ
た
符

号
を
無
権
限
で
取
得
す
る
行
為
を
意
味
す
る（6
）
　
。

社
会
的
病
理
現
象
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
こ
ろ
か
ら
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（7
）
　
。
そ

の
最
近
の
傾
向
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会
は
、「
二
〇
〇
九
年
の
後
半
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
報
告
件

数
が
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
度
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会
に
対
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
情
報
の
報
告
件
数
は
対
前
年
度
で
約
二
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三
％
増
（
二
〇
〇
九
年
度
二
八
三
件
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
度
四
〇
六
件
、
二
〇
一
一
年
度
四
九
八
件
）、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
の
件
数
は
、

対
前
年
度
で
約
一
三
％
増
（
二
〇
〇
九
年
度
二
六
〇
件
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
度
五
一
六
件
、
二
〇
一
一
年
度
五
八
二
件
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
二
〇
〇
九
年
度
の
傾
向
が
継
続
し
て
お
り
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
の
テ
イ
ク
ダ
ウ
ン
を
回
避
す
る
な
ど
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
手
法
の

高
度
化
や
、
関
与
す
る
犯
罪
者
の
増
加
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る（8
）
　
。

さ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
は
、
①
ス
パ
ム
メ
ー
ル
の
よ
う
な
や
り
方
で
多
数
（
特
定
多
数
ま
た
は
不
特
定
多
数
）
の
者
に
同
一
内
容
の

電
子
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
た
ま
た
ま
錯
誤
に
陥
っ
た
メ
ー
ル
受
信
者
等
を
偽
装
し
た
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
場
合
及
び
②
特
定
の
者
（
個
人
、

組
織
、
団
体
）
を
標
的
と
し
て
誘
導
す
る
た
め
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
そ
の
特
定
の
者
だ
け
を
偽
装
し
た
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
場
合
が
あ

る
。
後
者
の
場
合
を
特
に
標
的
型
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（ta

rg
eted

p
h
ish
in
g （

9
）
　
）、
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃（10
）
　
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
攻
撃
（A

d
va
n
ced
P
ersisten

t

T
h
rea
ts （

11
）
　
）
ま
た
は
ス
ピ
ア
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（sp

ear
p
h
ish
in
g

）
等
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る（12
）
　
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
文

字
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
音
声
に
よ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
音
声
に
よ
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、v

o
ice

p
h
ish
in
g

の
省
略
形
と
し
て
ヴ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（V

ish
in
g

）
と
呼
ば
れ
て
い
る（13
）
　
。
日
本
国
で
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
呼
ば
れ
る
詐
欺
類
型
も

そ
の
一
種
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
Ｐ
Ｔ
攻
撃
ま
た
は
ス
ピ
ア
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
実
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
Ｒ
Ｓ
Ａ
のS

ecu
rID

に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
際
に
実

行
さ
れ
た
Ｒ
Ｓ
Ａ
従
業
員
に
対
す
る
ス
ピ
ア
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
例（14
）
　
や
三
菱
重
工
が
保
有
す
る
防
衛
機
密
事
情
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

際
に
実
行
さ
れ
た
同
社
従
業
員
に
対
す
る
Ａ
Ｐ
Ｔ
攻
撃
の
例（15
）
　
な
ど
が
あ
る（16
）
　
。
Ａ
Ｐ
Ｔ
攻
撃
で
は
、
現
実
に
存
在
す
る
個
人
・
組
織
・
団
体

等
か
ら
送
信
さ
れ
た
信
頼
で
き
る
も
の
の
よ
う
に
偽
装
し
た
電
子
メ
ー
ル
等
を
用
い
、
巧
み
に
偽
装
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
た
り
、
機
密
情
報

等
を
含
む
電
子
メ
ー
ル
を
返
信
さ
せ
た
り
す
る
手
口
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る（17
）
　
。

「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）」
と
い
う
語
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
。fi

sh
in
g

の
ス
ラ
ン
グ
の
一
種
だ
と
い
う
説（18
）
　
が
有
力
だ
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が
、
ほ
か
に
①p

h
rea
k
in
g

とfi
sh
in
g

と
の
合
成
語
と
す
る
説（19
）
　
、
②sop

h
isticated

とfi
sh
in
g

と
の
合
成
語
と
す
る
説（20
）
　
及
び
③p

assw
ord

h
a
rv
estin

g
fi
sh
in
g

の
短
縮
形
で
あ
る
と
の
説（21
）
　
な
ど
が
あ
り
、
確
実
な
説
は
な
い
。
し
か
し
、
ど
れ
が
真
の
語
源
で
あ
る
に
し
ろ
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）
と
い
う
攻
撃
手
法
が
存
在
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い（22
）
　
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
情
報
の
無
権
限
取
得
行
為
は
、
一
般
に
、「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
（p

h
ish
in
g
S
C
A
M

ま
た
はp

h
ish
in
g

fra
u
d

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
の
は
情
報
で
あ
っ
て
財
物
ま
た
は
財
産
上
の
利
益
で
は
な

い
の
で
、
日
本
国
刑
法
が
規
定
す
る
財
産
罪
と
し
て
の
「
詐
欺
」
と
は
異
な
る
意
味
で
「
詐
欺
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「p

h
ish
in
g
frau
d

」
の
場
合
の
「fra

u
d

」
と
は
、
米
国
連
邦
及
び
各
州
の
犯
罪
法
に
お
け
る
個
人
識
別
情
報

の
無
権
限
取
得
（ID

th
eft

）
の
こ
と
を
意
味
し
、
日
本
国
刑
法
に
規
定
す
る
詐
欺
罪
（
刑
法
二
四
六
条
）
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
注
意

を
要
す
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
、「p

h
ish
in
g

」
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
単
に
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
を
用
い
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る（23
）
　
。

三
　
保
護
法
益
の
相
違
に
基
づ
く
適
用
可
能
な
刑
罰
法
令
の
検
討

日
本
国
に
お
い
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
を
一
般
的
に
処
罰
対
象
と
す
る
法
令
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
な

被
害
者
を
錯
誤
に
陥
ら
せ
、
そ
の
錯
誤
に
基
づ
い
て
被
害
者
か
ら
特
定
の
種
類
に
属
す
る
情
報
を
提
供
さ
せ
る
行
為
を
処
罰
対
象
行
為
と

す
る
法
令
が
幾
つ
か
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
個
別
の
刑
罰
法
令
に
お
け
る
保
護
法
益
に
着
目
し
つ
つ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
に
対
し
て
適
用

可
能
な
現
行
法
令
を
概
観
す
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
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１
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保

∏
　
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
無
権
限
で
取
得
さ
れ
る
情
報
の
中
に
は
、
特
定
電
子
計
算
機
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
識
別
符

号
と
し
て
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
。
識
別
符
号
は
、
ア
ク
セ
ス
管
理
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
の
保
護
法
益
は
、
特
定
電
子
計
算
機
の
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
の
確
保
に
あ
る
と

解
す
る
の
が
通
説
で
あ
る（24
）
　
。

従
来
、
他
人
の
識
別
符
号
を
無
権
限
で
提
供
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
助
長
す
る
行
為
（
平
成
二
四
年
三
月
三
一

日
法
律
第
一
二
号
に
よ
る
改
正
前
の
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
四
条
）
と
な
る
ほ
か
、
無
権
限
で
識
別
符
号
を
用
い
て
ア
ク
セ
ス
す
る
行
為

は
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
同
法
三
条
）
と
し
て
処
罰
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、
無
権
限
で
他
人
の
識
別
符
号
を
取
得
・
保
管
す
る
行
為
に

つ
い
て
は
罰
則
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
記
三
菱
重
工
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
（
二
〇
一
一
年
九
月
）
や
衆
議
院
及
び
参
議
院
に

対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
（
二
〇
一
一
年
八
月
〜
一
〇
月
）
な
ど
に
よ
り
識
別
符
号
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
識

別
符
号
の
無
権
限
取
得
行
為
に
つ
い
て
も
処
罰
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
社
会
的
要
請
が
高
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（25
）
　
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
平
成
二
四
年
三
月
三
一
日
法
律
第
一
二
号
に
よ
り
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
の
一
部
改
正
が
な

さ
れ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
構
成
す
る
各
行
為
の
う
ち
、
①
（
詐
欺
罪
に
お
け
る
欺
罔
行
為
に
相
当
す
る
）
他
人
の
識
別
符
号
の
要
求
行
為
、

②
（
詐
欺
罪
に
お
け
る
詐
取
行
為
に
相
当
す
る
）
他
人
の
識
別
符
号
の
取
得
行
為
、
③
（
詐
欺
罪
で
は
不
可
罰
的
事
後
行
為
で
あ
る
）
他

人
の
識
別
符
号
の
提
供
行
為
及
び
④
（
同
じ
く
詐
欺
罪
で
は
不
可
罰
的
事
後
行
為
で
あ
る
か
、
事
案
に
よ
り
刑
法
二
五
六
条
二
項
の
罪
に
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相
当
す
る
）
他
人
の
識
別
符
号
の
保
管
行
為
が
処
罰
さ
れ
る
べ
き
行
為
と
し
て
明
定
さ
れ
る
に
至
っ
た（26
）
　
。

な
お
、
⑤
他
人
の
識
別
符
号
の
行
使
行
為
に
つ
い
て
は
、
特
に
行
使
罪
が
新
設
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
他
人
の
識
別
符
号
を
不
正

ア
ク
セ
ス
の
目
的
で
行
使
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
同
法
三
条
）
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

_
　
他
人
の
識
別
符
号
の
要
求
行
為

同
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
実
行
行
為
（
詐
欺
罪
に
お
け
る
欺
罔
行
為
に
相
当
す
る
行
為
）
を
「
要
求
す
る
行
為
」
と

し
て
処
罰
す
る
条
項
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
改
正
後
の
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
七
条
）。

一
部
改
正
後
の
七
条
は
、「
当
該
ア
ク
セ
ス
管
理
者
が
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
識
別
符
号
を
付
さ
れ
た
利
用
権
者
に
対
し
当
該

識
別
符
号
を
特
定
電
子
計
算
機
に
入
力
す
る
こ
と
を
求
め
る
旨
の
情
報
を
、
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆
送
信
（
公
衆
に

よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は
有
線
放
送
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）
を
利
用
し
て
公
衆
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
行
為
」（
同
条
一
号
）
及
び
「
当
該
ア
ク
セ
ス
管
理

者
が
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
識
別
符
号
を
付
さ
れ
た
利
用
権
者
に
対
し
当
該
識
別
符
号
を
特
定
電
子
計
算
機
に
入
力
す
る
こ
と

を
求
め
る
旨
の
情
報
を
、
電
子
メ
ー
ル
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
四
年
法
律
第
二
六
号
）
第
二

条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
い
う
。）
に
よ
り
当
該
利
用
権
者
に
送
信
す
る
行
為
」（
同
条
二
号
）
に
つ
い
て
、「
ア
ク
セ
ス
制
御

機
能
を
特
定
電
子
計
算
機
に
付
加
し
た
ア
ク
セ
ス
管
理
者
に
な
り
す
ま
し
、
そ
の
他
当
該
ア
ク
セ
ス
管
理
者
で
あ
る
と
誤
認
さ
せ
て
」
実

行
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
同
法
七
条
違
反
の
行
為
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

る
（
同
法
一
二
条
四
号
）。

`
　
他
人
の
識
別
符
号
の
取
得
行
為

同
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
取
得
の
場
合
を
含
め
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
実
行
す
る
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
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限
り
、
無
権
限
で
識
別
符
号
を
取
得
す
る
行
為
（
詐
欺
罪
に
お
け
る
詐
取
行
為
に
相
当
す
る
行
為
）
の
全
て
を
「
取
得
す
る
行
為
」
と
し

て
処
罰
す
る
条
項
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
同
改
正
後
の
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
四
条
）。

一
部
改
正
後
の
同
法
四
条
は
、「
何
人
も
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
第
六
条
及
び
第

一
二
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
用
に
供
す
る
目
的
で
、
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
他
人
の
識
別
符
号
を
取
得
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
、
同
条
に
違
反
し
て
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
他
人
の
識
別
符
号
を
取
得
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
二
条
一
号
）。

a
　
他
人
の
識
別
符
号
の
保
管
行
為

同
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
取
得
の
場
合
を
含
め
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
目
的
で
不
正
に
取
得
さ
れ
た
識
別
符
号
を

保
管
す
る
行
為
（
詐
欺
罪
に
お
い
て
は
不
可
罰
的
事
後
行
為
）
に
つ
い
て
も
処
罰
条
項
が
新
設
さ
れ
た
（
同
法
六
条
）。

一
部
改
正
後
の
同
法
六
条
は
、「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
用
に
供
す
る
目
的
で
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
他
人
の

識
別
符
号
を
保
管
し
て
は
な
ら
な
い
」と
規
定
し
、同
条
違
反
の
行
為
は
、同
法
四
条
及
び
七
条
と
同
様
に
罰
せ
ら
れ
る（
同
法
一
二
条
三
号
）。

b
　
他
人
の
識
別
符
号
の
提
供
行
為

同
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
同
改
正
前
の
同
法
四
条
を
一
部
改
正
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
取
得
し
た
識
別
情
報
で
あ
る
場
合
を
含
め
、

業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
他
人
の
識
別
符
号
を
提
供
す
る
行
為
（
詐
欺
罪
に
お
い
て
は
不
可
罰
的
事
後
行
為
）
に

つ
い
て
処
罰
す
る
条
項
が
設
け
ら
れ
た
（
同
改
正
後
の
同
法
五
条
）。

一
部
改
正
後
の
同
法
五
条
は
、「
何
人
も
、
業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
他
人
の

識
別
符
号
を
、
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
ア
ク
セ
ス
管
理
者
及
び
当
該
識
別
符
号
に
係
る
利
用
権
者
以
外
の
者
に
提
供
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
規
定
し
、
同
条
違
反
の
行
為
は
、
同
法
四
条
、
六
条
及
び
七
条
と
同
様
に
罰
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
二
条
二
号
）。
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c
　
罪
数

同
法
七
条
の
「
要
求
」
行
為
、
同
法
四
条
の
「
取
得
」
行
為
、
同
法
五
条
の
「
提
供
」
行
為
及
び
同
法
六
条
の
「
保
管
」
行
為
相
互
の
罪

数
関
係
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い（27
）
　
。

取
得
ま
た
は
保
管
し
た
識
別
符
号
を
行
使
す
る
行
為
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
が
（
同
法
三
条
）、
不
正
ア
ク
セ

ス
行
為
と
要
求
行
為
・
取
得
行
為
・
保
管
行
為
と
の
間
の
罪
数
関
係
も
ま
た
明
確
で
は
な
い（28
）
　
。

な
お
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
後
、
不
正
ア
ク
セ
ス
し
た
特
定
電
子
計
算
機
内
に
記
録
さ
れ
て
い
た
他
人
の
識
別
符
号
を
取
得
す
る
行
為

は
、
新
た
な
取
得
行
為
を
構
成
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
と
取
得
罪
と
の
関
係
は
、
併
合
罪
（
刑
法
四
五
条
）
と
な
る（29
）
　
。

π
　
ブ
ラ
ウ
ザ
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
実
行
の
た
め
の
手
口
は
電
子
メ
ー
ル
の
偽
装
だ
け
に
限
ら
な
い
。
ヴ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（V

ish
in
g （

30
）
　
）
の
よ
う
に
音
声
を
用

い
た
詐
欺
行
為
は
別
と
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ザ
に
マ
ル
ウ
ェ
ア
（M

a
lw
a
re （

31
）
　
）
を
感
染
さ
せ
、
真
正
な
サ
イ
ト
の
よ
う
に
み
せ
か
け
て
偽
サ
イ
ト

（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
へ
と
誘
導
す
る
手
口
も
あ
る
。
加
え
て
、
ブ
ラ
ウ
ザ
に
マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
を
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ブ
ラ
ウ

ザ
の
表
示
上
で
偽
サ
イ
ト
を
真
正
な
も
の
と
み
せ
か
け
る
手
口
と
し
て
、
Ｄ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
バ
に
対
す
る
Ｄ
Ｎ
Ｓ
偽
装
攻
撃
（D

N
S
S
p
o
o
fi
n
g

）

や
Ｄ
Ｎ
Ｓ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
イ
ゾ
ニ
ン
グ
攻
撃
（D

N
S
ca
ch
e
p
o
iso
n
in
g

）
な
ど
が
あ
る（32
）
　
。
こ
の
よ
う
な
攻
撃
が
実
行
さ
れ
、
当
該
Ｄ
Ｎ
Ｓ

サ
ー
バ
の
記
録
が
無
権
限
で
書
き
換
え
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
事
案
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
）、

私
電
磁
的
記
録
毀
棄
罪
（
刑
法
二
五
九
条
）、
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
四
条
の
二
）、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
（
不
正
ア

ク
セ
ス
禁
止
法
三
条
）
等
が
成
立
し
得
る
。
Ｄ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
バ
の
運
用
者
は
、
い
わ
ば
間
接
正
犯
の
道
具
と
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
実
行
の
た

め
に
利
用
さ
れ
た
被
害
者
と
い
う
立
場
に
た
つ
こ
と
に
な
る（33
）
　
。

ま
た
、F

a
ceb
o
o
k （

34
）
　
、L

in
k
ed
In （

35
）
　
、G

o
o
g
le+ （

36
）
　
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
感
染
経
路
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
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ア
プ
リ
等
に
マ
ル
ウ
ェ
ア
を
感
染
さ
せ
る
手
口
な
ど
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
利
用
者
を
錯
誤
に
陥
ら
せ
て
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
へ
と
誘
導
す
る
マ
ル
ウ
ェ
ア
は
、「
人
が
電
子
計
算
機
を
使
用
す
る
に

際
し
て
そ
の
意
図
に
沿
う
べ
き
動
作
を
さ
せ
ず
、
又
は
そ
の
意
図
に
反
す
る
動
作
を
さ
せ
る
べ
き
不
正
な
指
令
を
与
え
る
電
磁
的
記
録
」

す
な
わ
ち
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
（
刑
法
一
六
八
条
の
二（37
）
　
）
に
該
当
す
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
人
の
電
子
計
算
機
に
お
け
る
実
行
の
用
に
供
す
る
目
的
で
」
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
①
作
成

す
る
行
為
も
し
く
は
②
提
供
す
る
行
為
（
同
条
の
二
第
一
項
一
号
）、
ま
た
は
、
③
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
」
不
正
指
令
電
磁
的
記
録

を
実
行
の
用
に
供
す
る
行
為
（
同
条
の
二
第
二
項
）
を
実
行
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。

未
遂
罪
も
処
罰
さ
れ
る
（
同
条
の
二
第
三
項
）。

ま
た
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
人
の
電
子
計
算
機
に
お
け
る
実
行
の
用
に
供
す
る
目
的
で
」
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
④
取
得
す

る
行
為
も
し
く
は
⑤
保
管
す
る
行
為
を
実
行
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
刑
法
一
六
八

条
の
二
第
三
項
）。

∫
　
電
子
メ
ー
ル
通
信

偽
装
サ
イ
ト（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）へ
の
誘
導
の
た
め
に
電
子
メ
ー
ル
の
返
信
ア
ド
レ
ス
を
偽
装
す
る
手
口
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
え
ば
、X
X
X

と
い
う
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
か
ら
送
信
さ
れ
て
き
た
電
子
メ
ー
ル
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
真
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
スY

Y
Y

を
隠
蔽
し
てX

X
X

で
あ
る
か
の
よ
う
見
せ
か
け
る
た
め
の
偽
装
で
あ
り
、
そ
の
電
子
メ
ー
ル
に
返
信
を
す
る
と
表
示
さ
れ
て
い
る
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
（X

X
X

）
と
は
別
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
（Y

Y
Y

）
へ
と
電
子
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
仕

掛
け
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
、
返
信
さ
れ
た
電
子
メ
ー
ル
の
本
文
に
機
密
事
項
等
が
含
ま
れ
て
い
る

と
、
そ
の
機
密
事
項
等
を
含
む
情
報
が
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
スY

Y
Y

を
支
配
し
て
い
る
者
（
加
害
者
）
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
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う
な
送
信
者
（
被
害
者
）
を
道
具
と
す
る
間
接
正
犯
的
な
行
為
に
よ
っ
て
無
権
限
で
加
害
者
に
取
得
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
電
子
メ
ー
ル
の
本
文
中
に
お
い
て
真
正
な
サ
イ
ト
へ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
リ
ン
ク
（W
W
W

）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
真
の
サ
イ
ト

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（Z

Z
Z

）
を
隠
蔽
し
てW

W
W

で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
た
め
の
偽
装
で
あ
り
、
そ
のW

W
W

と
表
示
さ
れ
て
い
る

リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
とZ

Z
Z

へ
と
接
続
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
手
口
は
、
主
と
し
て
、

マ
ル
ウ
ェ
ア
に
感
染
さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
が
し
て
あ
る
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ

イ
ト
へ
の
誘
導
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
偽
装
行
為
の
中
で
、「
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
情
報
の
う
ち
送
信

者
に
関
す
る
も
の
」
の
偽
装
行
為
に
つ
い
て
は
、
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
四
年
四
月
一
七
日
法

律
第
二
六
号
・
以
下
「
特
定
電
子
メ
ー
ル
適
正
化
法
」
と
い
う
。）
に
定
め
る
禁
止
条
項
及
び
罰
則
が
適
用
さ
れ
得
る
。

す
な
わ
ち
、
特
定
電
子
メ
ー
ル
適
正
化
法
五
条
は
、
①
「
当
該
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
に
用
い
た
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
ま
た
は
②
「
当

該
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
に
用
い
た
電
気
通
信
設
備
を
識
別
す
る
た
め
の
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
」
を
偽
っ
て
特
定
電
子
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
条
に
違
反
す
る
行
為
を
実
行
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
適
正
化
法
三
四
条
一
号
）。

た
だ
、「
特
定
電
子
メ
ー
ル
」
と
は
、「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
（
国
内
に
あ
る
電
気
通
信
設
備
（
電
気
通
信
事
業
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定

す
る
電
気
通
信
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
か
ら
の
送
信
又
は
国
内
に
あ
る
電
気
通
信
設
備
へ
の
送
信
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
を
す
る

者
（
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
及
び
営
業
を
営
む
場
合
に
お
け
る
個
人
に
限
る
。
以
下
「
送
信
者
」
と
い
う
。）
が
自
己
又
は
他
人
の
営
業

に
つ
き
広
告
又
は
宣
伝
を
行
う
た
め
の
手
段
と
し
て
送
信
を
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
同
法
二
条
二

号
）、
商
業
宣
伝
広
告
を
目
的
と
し
な
い
電
子
メ
ー
ル
は
「
特
定
電
子
メ
ー
ル
」
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
通
常
、
フ
ィ
ッ
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シ
ン
グ
の
た
め
に
送
信
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
は
、
商
業
宣
伝
広
告
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
ま
た
は
反
社
会

的
行
為
の
実
行
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、「
特
定
電
子
メ
ー
ル
」
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
同
法
の
適
用
が
あ
る
の
は
、
商
業
宣
伝
広
告
を
目
的
と
す
る
電
子
メ
ー
ル
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
た

め
の
手
段
と
し
て
送
信
さ
れ
る
電
子
メ
ー
ル
で
あ
る
よ
う
な
場
合
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
内
容
的
に
虚
偽
を
含
む
記
述
（
符
号
）
が
含
ま
れ
る
電
子
メ
ー
ル
で
あ
っ
て
も
、
当
該
記
述
が
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
の
た

め
に
用
い
ら
れ
る
情
報
の
う
ち
送
信
者
に
関
す
る
も
の
」
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
同
法
の
適
用
は
な
い
。
事
案
に
よ
り
、
電
磁
的
記

録
不
正
作
成
罪
（
刑
法
一
六
一
条
の
二
）
が
成
立
し
得
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
偽
装
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ス
ク
リ
プ
ト
等
が
電
子
メ
ー
ル
内
に
組
み
込
ま
れ
た
状
態
で
送

信
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ス
ク
リ
プ
ト
等
が
前
述
の
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
）
に
該
当
し
得
る

場
合
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ª
　
偽
装
さ
れ
た
サ
イ
ト
に
対
す
る
信
頼
の
保
護

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト（38
）
　
に
よ
っ
て
偽
装
さ
れ
た
真
正
の
サ
イ
ト
（
以
下
「
被
偽
装
サ
イ
ト
」
と
い
う
。）
の
商
業
的
利
益
を
保
護
法
益
と

と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
真
正
な
サ
イ
ト
と
そ
っ
く
り
の
偽
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
サ
イ
ト
）
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

例
え
ば
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
目
的
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
偽
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
が
構
築
さ
れ
た
と

い
う
事
例
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
偽
サ
イ
ト
で
は
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
真
正
な
商
標
等
が
欺
罔
行
為
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
有
す
る
商
標
権
の
侵
害
が
発
生
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
偽
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
上
で
表
示
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
に
は
真
正
な
サ
イ
ト
か
ら
無
許
諾
で
コ
ピ
ー
さ
れ
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た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
無
許
諾
で
コ
ピ
ー
さ
れ
使
用
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
著
作
権
法
違
反
（
同

一
性
保
持
権
、
複
製
権
、
公
衆
送
信
権
の
侵
害
）
が
発
生
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
偽
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
者
間
に
混
乱
が
生
じ
、
真
正
な
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
サ
イ
ト
の

業
務
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
は
、
未
必
的
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
業
務
妨
害
の
結
果
発
生
に
つ
い
て
故
意
の
成
立
を
認
め
得
る
限

り
、
刑
法
上
の
業
務
妨
害
罪
が
成
立
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
、
偽
装
さ
れ
る
企
業
等
の
法
人
、
個
人
、
そ
の
他
の
組
織
・
団
体
が
存
在
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の

組
織
や
個
人
が
商
法
上
の
商
人
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
な
ど
に
適
用
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
非
営
利
法
人
等
に
関
し

て
は
、
別
の
考
察
が
必
要
と
な
る
。

以
下
、
偽
装
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
に
よ
っ
て
偽
装
さ
れ
た
真
正
な
サ
イ
ト
を
被
害
者
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
。

_
　
商
標
法
違
反
の
罪

商
標
法
は
、
商
標
権
ま
た
は
専
用
使
用
権
の
侵
害
の
場
合
（
商
標
法
七
八
条
）
及
び
虚
偽
表
示
を
行
っ
た
場
合
（
同
法
七
四
条
）
に
つ

い
て
、
罰
則
を
定
め
て
い
る
（
同
法
八
〇
条
）。

商
業
サ
イ
ト
を
偽
装
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
用
い
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
事
案
に
よ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
例

が
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
同
法
七
八
条
は
、「
商
標
権
又
は
専
用
使
用
権
を
侵
害
し
た
者
（
第
三
七
条
又
は
第
六
七
条
の
規
定
に
よ
り
商
標
権
又
は
専
用
使

用
権
を
侵
害
す
る
行
為
と
み
な
さ
れ
る
行
為
を
行
っ
た
者
を
除
く
。）
は
、
一
〇
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
法
七
四
条
は
、「
登
録
商
標
以
外
の
商
標
の
使
用
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
商
標
に
商
標
登
録
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
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し
い
表
示
を
付
す
る
行
為
」
を
禁
止
し
（
同
条
一
号
）、
こ
の
禁
止
に
違
反
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
さ
れ
る
（
同
法
八
〇
条
）。

`
　
著
作
権
法
違
反
の
罪

真
正
な
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
の
真
正
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
無
許
諾
で
複
製
し
、
真
正
な
サ
イ
ト
と
そ
っ
く
り
な
偽
装
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
た

め
に
そ
の
サ
イ
ト
上
で
用
い
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
コ
ン
テ
ン
ツ
が
著
作
物
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
コ
ン
テ
ン
ツ
の
複
製
権
侵
害
ま
た

は
公
衆
送
信
権
侵
害
が
問
題
と
な
り
得
る
。
ま
た
、
著
作
物
で
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
無
許
諾
で
改
変
し
た
場
合
に
は
、
当
該
コ
ン
テ
ン
ツ

の
同
一
性
保
持
権
の
侵
害
が
問
題
と
な
り
得
る
。

こ
れ
ら
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
著
作
権
法
違
反
と
し
て
、
著
作
権
法
に
定
め
る
罰
則
が
適
用
可
能
で
あ
る
（
著
作
権
法
一
一
九
条
）。

こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
目
的
で
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
（Y

a
h
o
o
J
a
p
a
n

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
偽
装
し
た

偽
サ
イ
ト
を
構
築
し
た
行
為
が
著
作
権
侵
害
に
該
当
す
る
と
し
て
有
罪
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
（
東
京
地
判
平
成
一
七
年
九
月
一
七
日
・

判
例
集
等
未
搭
載
）。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
著
作
権
法
違
反
の
罪
及
び
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
違
反
の
罪
の
二
つ
の
公
訴

事
実
に
よ
り
起
訴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
東
京
地
裁
は
、
い
ず
れ
も
有
罪
と
認
め
、
被
告
人
に
対
し
、
懲
役
一
年
一
〇
月
（
執
行
猶

予
四
年
）
の
刑
を
言
い
渡
し
た
。
東
京
地
裁
が
認
定
し
た
著
作
権
法
違
反
の
事
実
は
「
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
他
人
の
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
及
び
ロ
グ
イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
手
す
る
た
め
、
被
告
人
が
管
理
す
る
公
衆
の
用
に
供

さ
れ
て
い
る
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
い
る
自
動
公
衆
送
信
装
置
で
あ
る
大
阪
市
中
央
区
〈
省
略
〉
株
式
会
社
Ｃ
所
在
の
サ
ー
バ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
に
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
著
作
権
を
有
す
る
著
作
物
で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ロ
グ
イ
ン
画
面
を
複
製
し
よ
う
と
企
て
、
法

定
の
除
外
事
由
が
な
く
、
か
つ
、
著
作
権
者
の
許
諾
を
受
け
な
い
で
、
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
自
動
的
に
公
衆
に
直
接
受
信
さ
せ
る
目

的
で
、
平
成
一
七
年
二
月
一
八
日
こ
ろ
、
前
記
株
式
会
社
Ｃ
に
お
い
て
、
前
記
サ
ー
バ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
録
媒
体
に
、
前
記
ロ
グ
イ
ン
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画
面
を
複
製
し
て
記
録
し
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
同
月
二
四
日
こ
ろ
ま
で
の
間
、
前
記
複
製
に
係
る
ロ
グ
イ
ン
画
面
を
送
信
可
能
化
し
、
も
っ

て
前
記
著
作
権
者
の
著
作
権
を
侵
害
」
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
公
訴
事
実
第
一
・
当
事
者
名
等
は
一
部
仮
名
）。
な
お
、
被
告
人
は
、

公
訴
事
実
第
一
の
行
為
に
よ
り
構
築
し
た
偽
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
を
使
っ
て
他
人
の
Ｉ
Ｄ
及
び
ロ
グ
イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
た
上
で
、
取
得
し
た
Ｉ
Ｄ
及
び
ロ
グ
イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
、
真
正
なY

a
h
o
o
J
a
p
a
n

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
。
そ

の
ア
ク
セ
ス
行
為
に
つ
い
て
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
三
条
）
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
た
（
同

判
決
中
の
公
訴
事
実
第
二
）。

a
　
業
務
妨
害
罪

一
般
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、
真
正
な
サ
イ
ト
に
対
す
る
直
接
の
攻
撃
行
為
を
構
成
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
が
実
行
さ

れ
て
も
、
偽
装
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
）
に
よ
っ
て
偽
装
さ
れ
た
真
正
な
サ
イ
ト
に
対
す
る
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪

（
刑
法
二
三
四
条
の
二
）
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
同
様
に
、
威
力
業
務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
四
条
）
を
構
成
す
る
も
の
で
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
た
め
の
偽
装
サ
イ
ト
を
構
築
・
運
用
す
る
行
為
は
、「
偽
計
」
の
一
態
様
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
偽
計
業
務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
三
条
）
の
成
立
を
認
め
得
る
場
合
が
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る（39
）
　
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
故

意
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
常
に
未
必
的
な
故
意
に
と
ど
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
実
行
者
の
意
図
と
し
て
は
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
に
よ
り
欺
罔
さ
れ
た
者
か
ら
何
ら
か
の
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
副
次
的
ま
た

は
派
生
的
に
真
正
な
サ
イ
ト
に
つ
い
て
業
務
妨
害
の
結
果
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
結
果
の
発
生
は
当
該
犯
罪
の
主
た
る
目

的
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
既
遂
と
な
る
時
期
は
、
現
実
に
業
務
妨
害
の
結
果
が
発
生
し
た
時
点
で
は
な
く
、
業
務
妨
害
の
結
果
発
生
の

具
体
的
な
危
険
が
生
じ
た
時
点
で
あ
る（40
）
　
。
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２
　
情
報
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保

∏
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
属
す
る
情
報

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、
社
会
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
特
定
の
人
の
通
信
内
容
の
秘
密
を
無
権
限
で
取
得
す
る
行
為
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
電
気
通
信
事
業
法
、
有
線
電
気
通
信
法
及
び
電
波
法
に
定
め
る
通
信
の
秘
密
に
対
す
る
侵
害
の
罪
が
成
立
し
得
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
電
気
通
信
事
業
法
、
有
線
電
気
通
信
法
及
び
電
波
法
に
お
け
る
「
通
信
の
秘
密
」
は
、
他
人
の
間
で
な
さ
れ
る
通
信

の
秘
密
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
通
信
当
事
者
間
の
通
信
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
で
は
、
通
信
の
受
信
者
が
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
の
実
行
者
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
実
行
者
が
通
信
の
一
方
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
お
い
て
は
、「
他
人
間
の
通
信
」
と
い
う
意
味
で
の
「
通
信
の
秘
密
」
に
対
す
る
侵
害
は
、
い
ず
れ
も
成

立
し
な
い
こ
と
に
な
る（41
）
　
。

「
通
信
の
秘
密
」
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
一
般
人
の
素
朴
な
感
情
と
は
相
当
に
乖
離
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現

行
法
に
お
け
る
通
信
の
秘
密
の
保
護
及
び
侵
害
行
為
に
対
す
る
罰
則
が
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
令
に
お
け
る
「
通
信
の
秘
密
」
の
保
護
は
、
他
人
間
の
通
信
に
通
信
当
事
者
以
外
の
第
三
者
が
干
渉
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
と
ど
ま
る（42
）
　
。

な
お
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
通
信
の
秘
密
に
対
す
る
侵
害
が
な
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
無
権
限
で
取
得
さ

れ
る
情
報
内
容
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
別
途
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
し
て
民
事
上
の
不
法
行
為
（
民
法
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七
〇
九
条
）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
成
立
し
得
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
無
権
限
で
取
得
さ
れ
た
情
報
内
容
が
第
三
者
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
誉
毀
損
が
成
立
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
。
名
誉
毀
損
が
成
立
す
る
場
合
、
民
事
上
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
刑
法
上

も
名
誉
毀
損
罪
と
し
て
処
罰
対
象
行
為
と
な
り
得
る
（
刑
法
二
三
〇
条
）。

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
中
に
も
罰
則
は
存
在
す
る
が
、
主
務
大
臣
の
勧
告
・
指
示
等
（
個
人
情
報
保
護
法
三
四
条
一
項
）
を
個
人
情

報
取
扱
事
業
者
が
遵
守
し
な
い
場
合
に
主
務
大
臣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
是
正
命
令
等
（
同
条
二
項
、
三
項
）
に
つ
い
て
、
当
該
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
に
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
同
法
五
六
条
）。
す
な
わ
ち
、
個
人
情
報
の
取
扱
に
関
す
る
行
政

監
督
法
規
の
一
種
で
あ
る
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
「
主
務
大
臣
の
行
政
監
督
権
の
実
効
性
確
保
」
が
保
護
法
益
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
個
人
情
報
に
関
し
て
当
該
個
人
情
報
の
本
人
が
何
ら
か
の
法
的
利
益
を
有
す
る
も
の
と
い
う
前
提
で
そ
の
私
的
な
法
的
利
益
を
保

護
法
益
と
し
て
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
個
人
の
私
生
活
に
関
す
る
情
報
が
無
権
限
で
取
得
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
刑
事

罰
の
適
用
が
な
い
場
合
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
行
の
刑
罰
法
令
の
体
系
に
お
い
て
は
、
私
人
の
私
生
活
上
の
利
益
（
法

益
）
が
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
き
た
し
現
在
で
も
そ
う
で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
反
映
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い（43
）
　
。

π
　
電
子
的
な
支
払
手
段
に
関
す
る
情
報

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
無
権
限
で
取
得
さ
れ
る
情
報
の
中
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
支
払
手
段
と
関
連
を
有
す
る
も
の
が
多
々

含
ま
れ
て
い
る
。
国
際
的
な
犯
罪
組
織
の
中
に
は
、
様
々
な
サ
イ
ト
に
対
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
取
得
し
た
他

人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
偽
造
の
た
め
に
情
報
を
求
め
て
い
る
犯
罪
者
や
犯
罪
者
集
団
に
売
り
渡
す
と

い
っ
た
例
が
か
な
り
多
数
あ
る（44
）
　
。
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一
般
に
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、提
示
と
番
号
の
確
認
等
だ
け
で
決
済
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
真
正
性
を
確
認
す
る
た
め
に
電
子
認
証
処
理
を
経
て
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
実
行
処
理
さ
れ
る
場
合
が
普
通
と
な
っ
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
は
別
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
処
理
さ
れ
る
電
子
決
済
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
純
粋
な
電
子
バ
ウ

チ
ャ
ー
等
と
し
て
利
用
可
能
な
電
子
的
決
済
手
段
が
か
な
り
広
範
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
物
体
と
し
て

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
上
の
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ
部
分
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
内
に
埋
め
込
ま
れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
に
記
録
さ
れ
た
情

報
が
機
械
装
置
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
番
号
や
符
号
等
で
示
さ
れ
る
決
済
情
報
が
そ
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
電
子
バ
ウ
チ
ャ
ー
や
電
子
プ
リ
ペ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
米
国
のG

ro
u
p
o
n （

45
）
　
や
日
本
のW

eb
M
o
n
ey （

46
）
　
等
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
決
済
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
場
合
で
も
、
実
質
的
に
は
カ
ー
ド
番
号
等
の
符
号
の
電
子
的
な
や
り
と
り
だ
け

で
決
済
が
完
了
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、A

m
a
zo
n

の
サ
イ
ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
り
書
籍
を
予
約
・
購
入

す
る
場
合
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、P

ay
P
a
l

の
よ
う
に
、
会
員
と
し
て
の
Ｉ
Ｄ
情
報
（
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
）
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
銀
行
カ
ー
ド
）
に
よ
る
電
子
決
済
と
連
動
し
て
い
る
場
合
も
あ
る（47
）
　
。

こ
れ
ら
電
子
的
な
支
払
手
段
の
中
で
、
支
払
用
カ
ー
ド
に
用
い
ら
れ
る
電
磁
的
記
録
と
の
関
係
で
は
、
そ
の
電
磁
的
記
録
の
内
容
で
あ

る
情
報
を
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
取
得
す
る
行
為
や
第
三
者
に
移
転
す
る
行
為
等
が
問
題
と
な
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
は
、

刑
法
に
定
め
る
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
等
の
罪（48
）
　
ま
た
は
割
賦
販
売
法
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
電
子
決
済
に
用
い
ら
れ
る
情
報
で
あ
っ
て
も
支
払
用
カ
ー
ド
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
案
に

も
よ
る
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
情
報
の
無
権
限
取
得
行
為
の
中
で
も
か
な
り
限
定
さ
れ
た
行
為
に
つ
い
て
の
み
、
通
常
の
電
磁
的
記

録
不
正
作
出
罪
（
刑
法
一
六
三
条
の
二
）
の
成
立
が
あ
り
得
る
の
に
と
ど
ま
る
。
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_
　
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
罪

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
の
関
係
で
特
に
重
要
な
の
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
準
備
罪
（
刑
法
一
六
三
条
の
四
）
で
あ
る
。

こ
の
罪
は
、
他
人
の
「
財
産
上
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
」
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
偽
造
等
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
純
粋
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
の
無
権
限
取
得
だ
け
を
目
的
と
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

の
場
合
に
は
、
刑
法
一
六
三
条
の
四
所
定
の
罪
が
成
立
し
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

も
、
後
述
の
割
賦
販
売
法
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。）。

刑
法
一
六
三
条
の
四
第
一
項
は
、
他
人
の
財
産
上
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
で
な
さ
れ
る
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
を
取
得
す

る
行
為
を
処
罰
対
象
行
為
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
（
刑
法
一
六
三
条
の
三
第
一
項
）
を
実
行

す
る
た
め
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
無
権
限
で
他
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
取
得
す
る
行
為
は
、
ま
さ
に
こ
の
取
得
行
為
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
取
得
行
為
を
実
行
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
六
三

条
の
四
第
一
項
）。
未
遂
犯
も
処
罰
さ
れ
る
（
刑
法
一
六
三
条
の
五
）。

ま
た
、
無
権
限
で
取
得
さ
れ
た
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
を
保
管
す
る
行
為
は
、
刑
法
一
六
三
条
の
四
第
二
項
に
該
当
し
、
同

条
の
四
第
一
項
と
同
じ
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
で
取
得
さ
れ
た
他
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
他
の

サ
ー
バ
に
伝
送
し
て
そ
の
中
に
記
録
・
蓄
積
し
た
り
、
そ
の
他
の
電
子
記
録
媒
体
上
に
記
録
し
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
こ
の
支
払
用

カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
の
保
管
行
為
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
得
る（49
）
　
。

そ
し
て
、
刑
法
一
六
三
条
の
四
に
規
定
す
る
取
得
行
為
の
目
的
で
「
器
械
又
は
原
料
を
準
備
」
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
刑
法
一
六
三
条

の
四
第
三
項
の
罪
が
成
立
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
器
械
又
は
原
料
」
に
は
物
体
と
し
て
の
器
具
や
機
械
装
置
等
だ
け
で
は
な
く
電
子
的
な

も
の
も
含
ま
れ
る
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
を
無
権
限
で
取
得
し
、
取
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得
し
た
他
人
の
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
の
情
報
を
用
い
て
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
を
作
出
す
る
目
的
で
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
を

構
築
し
運
用
す
る
行
為
は
、
こ
の
「
器
械
又
は
原
料
を
準
備
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

な
お
、
刑
法
一
六
三
条
の
二
に
定
め
る
「
支
払
用
の
カ
ー
ド
」
に
は
、
取
引
が
実
行
さ
れ
る
の
と
同
時
ま
た
は
取
引
が
な
さ
れ
た
後
に

決
済
が
な
さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
だ
け
で
は
な
く
、
取
引
が
な
さ
れ
る
前
に
決
済
が

実
行
さ
れ
る
電
子
的
な
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
も
含
ま
れ
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る（50
）
　
。

た
だ
し
、
物
体
と
し
て
の
カ
ー
ド
が
存
在
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
カ
ー
ド
の
作
出
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
情
報
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
た
め
、
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
純
粋
に
電
子
的
な
決
済
手
段
（
電
子
的
な
バ
ウ
チ
ャ
ー
や
電
子
プ
リ
ペ

イ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
は
、
こ
こ
で
い
う
「
支
払
用
の
カ
ー
ド
」
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（51
）
　
。

`
　
割
賦
販
売
法
違
反
の
罪

支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
等
に
関
す
る
刑
法
上
の
処
罰
条
項
は
、
あ
く
ま
で
も
物
体
で
あ
る
支
払
用
カ
ー
ド
に
用
い
ら
れ

る
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
等
に
用
い
る
目
的
で
実
行
さ
れ
た
行
為
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
に
あ

る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
で
直
接
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
入
力
し
て
行
使
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
場
合
の
よ
う
に
、
支
払
用
カ
ー

ド
の
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
処
罰
条
項
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
割
賦
販
売
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
他
人
を
欺
い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
取
得
す
る
行
為
に
つ
い
て
罰
則
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
割
賦
販
売
法
四
二
条
の
二
第
二
項
）。

同
法
同
条
の
二
第
二
項
が
定
め
る
犯
罪
行
為
は
、
①
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
有
償
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
を
提
供
」
す

る
行
為
、
②
「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
有
償
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
」
の
提
供
を
受
け
る
行
為
及
び
③
「
正
当
な
理
由
が

な
い
の
に
、
有
償
で
提
供
す
る
目
的
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
を
保
管
」
す
る
行
為
で
あ
る
。
こ
の
提
供
を
受
け
る
行
為
の
中
に
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は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
場
合
も
含
ま
れ
る
。

な
お
、
割
賦
販
売
法
に
お
け
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
」
と
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
購
入
あ
っ
せ
ん
業
者
が
、
そ
の
業
務

上
利
用
者
に
付
与
す
る
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
割
賦
販
売
法
三
五
条
の

一
六
第
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
以
外
の
電
子
的
決
済
手
段
（
電
子
バ
ウ
チ
ャ
ー
、
電
子
プ

リ
ペ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
等
）
で
用
い
ら
れ
る
符
号
等
の
情
報
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

a
　
罪
数

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
が
電
子
決
済
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
情
報
は
、
刑
法
に
規
定
す
る
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁

的
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
に
定
め
る
識
別
符
号
で
も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。

既
述
の
と
お
り
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
作
出
準
備
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
行
為
の

用
に
供
す
る
目
的
と
い
う
主
観
的
構
成
要
件
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
を
要
し
、
ま
た
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
上
の
他
人
の
識
別
符
号
の

取
得
罪
及
び
保
管
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
「
不
正
ア
ク
セ
ス
の
目
的
」
と
い
う
主
観
的
要
件
の
充
足
を
要
す
る
（
同
法
の
提
供
罪
に
つ

い
て
は
、「
業
務
上
そ
の
他
正
当
な
理
由
」
が
な
い
こ
と
が
要
件
と
な
る
。）。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
識
別
符
号
が
特
定
電
子
計
算
機
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
識
別
符
号
で
あ
る
と
同
時
に
当
該
特
定
電
子
計
算
機
内
に
お

い
て
処
理
さ
れ
る
電
子
決
済
（
事
務
処
理
）
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
符
号
で
も
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
ア
ク
セ
ス
用
の
カ
ー
ド
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
兼
ね
て
い
る
よ
う
な
支
払
用
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
上
で
、
そ
れ
を
用
い
て
不
正
ア
ク
セ
ス
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

こ
れ
ら
二
種
類
の
目
的
（
主
観
的
構
成
要
件
要
素
）
を
両
方
と
も
具
備
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る（52
）
　
。
こ
の
よ

う
な
事
例
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
各
種
電
子
決
済
手
段
に
お
い
て
現
実
に
生
じ
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
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ば
、
電
子
決
済
機
能
付
の
学
生
証
カ
ー
ド
で
あ
っ
て
、
当
該
学
生
が
所
属
す
る
大
学
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
オ
ン
す
る
際
に
、
電

子
決
済
に
用
い
る
の
と
同
じ
カ
ー
ド
番
号
等
の
情
報
を
識
別
符
合
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
ど
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
に
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
で
あ
る
と
同
時
に
識
別
符
号
で
も
あ
る
場
合
、
罪
数
上
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
が
あ

り
得
る
。
例
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
情
報
の
取
得
行
為
、
保
管
行
為
及
び
提
供
行
為
に
つ
い
て
、
刑
法
上
の
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不

正
作
出
準
備
（
刑
法
一
六
三
条
の
四
第
一
項
、
二
項
）
と
不
正
ア
ク
セ
ス
法
上
の
他
人
の
識
別
符
号
の
取
得
罪
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法

四
条
）、
保
管
罪
（
同
法
六
条
）
及
び
提
供
罪
（
同
法
五
条
）
と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る（53
）
　
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
罪
数
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
行
為
で
複
数
の
罪
名
に
触
れ
る
場
合
と
し
て
観
念
的
競
合
（
刑
法
五
四
条
一
項
）
の

関
係
に
た
つ
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
割
賦
販
売
法
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
固
有
の
構
成
要
件
が
充
足
さ
れ

る
限
り
、
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
の
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
の
主
観
的
構
成
要
件
要
素
及
び
客
観

的
構
成
要
件
要
素
が
共
に
充
足
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
が
触
れ
る
複
数
の
罪
の
間
の
関
係
は
、
観
念
的
競
合
（
刑
法
五
四
条
一
項
）

の
関
係
に
た
つ
も
の
と
解
す
る
。

∫
　
企
業
秘
密
に
属
す
る
情
報

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
無
権
限
で
取
得
さ
れ
る
情
報
が
不
正
競
争
防
止
法
に
定
め
る
営
業
秘
密
に
該
当
す
る
場
合
を
想
像
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
企
業
の
特
定
の
サ
ー
バ
等
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
つ
い
て
「
営
業
秘
密
に
属
す
る
」
と
考
え
る

経
営
者
は
決
し
て
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
実
行
可
能
な
偽
装
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
サ
イ
ト
）
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
Ｉ
Ｄ
（
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
）
や
パ
ス
ワ
ー
ド
情
報
が
営
業
秘
密
に
属
す
る
と
い
う
場
合
を
想
像
す
る
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こ
と
は
難
し
い
し
、
も
し
あ
る
と
し
て
も
極
め
て
例
外
的
な
事
例
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
非
常
に
特
殊
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
場
合
に
は
、
営
業
秘
密
の
侵
害
行
為
と
し
て
理
解
で
き
る
場
合
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
偽
サ
イ
ト
上
で
偽
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
真
正
な
入
力
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
と
錯
誤
し
た

従
業
員
等
が
営
業
秘
密
に
属
す
る
情
報
を
入
力
・
記
入
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
例
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
に
は
、
不
正
競
争
防
止
法
違
反
行
為
と
し
て
罰
則
の
適
用
を
検
討
す
る
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
不

正
競
争
防
止
法
二
一
条
一
項
一
号
及
び
二
号
）。

な
お
、
前
述
の
ス
ピ
ア
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
や
Ａ
Ｐ
Ｔ
攻
撃
な
ど
に
よ
っ
て
無
権
限
で
取
得
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
を
悪
用
し
、
当
該
ア
カ

ウ
ン
ト
情
報
を
用
い
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
サ
イ
ト
に
不
正
ア
ク
セ
ス
を
実
行
し
た
上
で
、
そ
の
サ
イ
ト
内
に
あ
る
営
業
秘
密
を
無
権
限
で

取
得
す
る
よ
う
な
行
為
は
全
く
別
の
類
型
の
犯
罪
行
為
に
属
す
る
。
そ
の
よ
う
な
行
為
が
「
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
又
は
そ
の
保

有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
」
で
実
行
さ
れ
、
そ
の
行
為
が
「
そ
の
他
保
有
者
の
管
理
を
害
す
る
行
為
」
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
別
途
、

不
正
競
争
防
止
法
違
反
の
罪
が
成
立
し
、
一
〇
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
二
一
条
一

項
一
号
）。
同
項
一
号
の
「
そ
の
他
保
有
者
の
管
理
を
害
す
る
行
為
」
と
は
、
他
人
の
営
業
秘
密
を
不
正
取
得
す
る
た
め
に
保
有
者
の
営
業

秘
密
の
管
理
を
外
部
か
ら
害
す
る
行
為
の
う
ち
、
財
物
の
窃
取
、
施
設
へ
の
侵
入
及
び
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
除
い
た
も
の
を
意
味
し
、
そ

の
立
法
趣
旨
と
し
て
は
、「
今
後
の
情
報
通
信
技
術
等
の
急
速
な
進
歩
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
ハ
イ
テ
ク
を
用
い
た
悪
質
な
手
口
に
も
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
限
定
列
挙
で
は
な
い
形
で
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る（54
）
　
。

ª
　
著
作
権
の
あ
る
情
報

一
般
に
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
無
権
限
で
取
得
さ
れ
る
情
報
は
比
較
的
単
純
な
符
号
の
組
み
合
わ
せ
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
符
号
の
組
み
合
わ
せ
に
創
作
性
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
が
著
作
物
（
著
作
権
法
二
条
一
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項
一
号
）
と
な
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、例
外
的
と
し
て
、例
え
ば
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
無
権
限
で
取
得
さ
れ
る
情
報
が
創
作
性
の
あ
る
画
像
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
場
合
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
画
像
要
素
を
構
成
部
分
と
す
る
符
号
列
等
の
場
合
に
は
、
そ
の
符
号
列
等
は
著
作
物
の
一
種
と
な
り
得
る
。

そ
し
て
、
一
般
に
、
通
常
電
子
的
な
送
信
行
為
の
本
質
は
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（55
）
　
に
よ
る
物
質
伝
送
的
な
処
理
と
は
異
な
り
、
送
信
先

に
お
い
て
送
信
元
に
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
複
製
（
写
像
）
を
生
成
す
る
処
理
で
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
常
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
複
製
処
理

を
伴
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
無
権
限
で
取
得
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
著
作
物
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
コ
ン
テ
ン
ツ
の
複
製

権
侵
害
が
問
題
と
な
り
得
る
。
そ
し
て
、
複
製
権
侵
害
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
違
反
と
し
て
著
作
権
法
に
定
め
る
罰
則
が

適
用
可
能
で
あ
る
（
著
作
権
法
一
一
九
条
）。

３
　
若
干
の
検
討

以
上
の
検
討
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
と
し
て
認
識
可
能
な
社
会
的
病
理
現
象
に
つ
い
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・
信

頼
性
の
確
保
」
と
い
う
情
報
を
処
理
す
る
仕
組
み
を
保
護
法
益
と
し
て
と
ら
え
る
観
点
と
「
情
報
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保
」
と
い
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
処
理
さ
れ
る
対
象
を
保
護
法
益
と
し
て
と
ら
え
る
観
点
と
を
対
比
さ
せ
る
と
い
う
手
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
。
換
言
す
る
と
、「
対
象
の
処
理
」
と
「
処
理
の
対
象
」
と
い
う
異
な
る
視
点
か
ら
対
比
さ
せ
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
に
対
し
て
現
行

の
刑
事
法
制
が
十
分
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
試
み
の
一
つ
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
刑
事
法
の
体
系
と
係
る
伝
統
的
な
法
理
論
の
立
場
を
重
視
し
て
考
察
し
直
し
て
み
る
と
す
れ
ば
、
刑
法
の
体
系
が
と
っ
て



明治大学　法律論叢 85巻 4・5号：責了 tex/natsui-8545.tex page204 2012/12/21 10:39

――法　　律　　論　　叢―― 204

い
る
よ
う
に
、
国
家
法
益
、
社
会
法
益
及
び
個
人
法
益
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
る
と
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
考
察
も
、

思
考
の
整
理
上
、
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（56
）
　
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。

ま
ず
、
最
も
形
式
的
な
基
準
か
ら
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う（57
）
　
。

Ⅰ
　
国
家
法
益

な
し

Ⅱ
　
社
会
法
益

ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
）

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
刑
法
・
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
罪
）

電
子
メ
ー
ル
（
特
定
電
子
メ
ー
ル
適
正
化
法
）

支
払
手
段
（
刑
法
・
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
罪
、
割
賦
販
売
法
）

企
業
秘
密
（
不
正
競
争
防
止
法
）

通
信
の
秘
密
（
電
気
通
信
事
業
法
等
）

Ⅲ
　
個
人
法
益

業
務
の
遂
行
（
刑
法
・
業
務
妨
害
罪
）

商
標
権
（
商
標
法
）

著
作
権
（
著
作
権
法
）
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こ
の
形
式
的
基
準
に
基
づ
く
分
類
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
正
し
い
と
考
え
る
が
、
い
か
に
も
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
①
電
子
技
術
や
通
信
技
術
が
横
断
的
・
手
段
的
な
も
の
で
あ
り
、
縦
割
り
の
法
益
分
類
に
馴
染
ま

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
お
り
、
か
つ
、
②
実
質
的
な
被
害
ま
た
は
被
害
者
を
全
く
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
国
家
、
企
業
そ
の
他
の
組
織
、
個
人
の
別
を
問
わ
ず
、
電
子
技
術
は
誰
に
よ
っ
て
も
利
用
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
利
用
に
伴
う
社
会
的
病
理
現
象
の
一
つ
と
し
て
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
等
の
被
害
も
ま
た
、
国
家
、
企
業
そ
の
他
の
組
織
及
び
個
人
の
別
を

問
わ
ず
、
全
て
の
利
用
者
に
生
じ
得
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
種
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
限
り
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
法

益
分
類
（
国
家
法
益
、
社
会
法
益
及
び
個
人
法
益
）
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
逆
に
、
国
家
政
策
遂
行
上
、
企
業
経
営

上
及
び
私
生
活
の
維
持
上
、
か
な
り
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
試
み
に
、
上
記
の
各
法
令
等
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
法
主
体
が
、
直
接
的
な
も
の
と
間
接
的
な
も
の
と
を
含
め
何
ら
か
の

法
的
利
益
と
し
て
の
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
（
も
ち
ろ
ん
、
見
解

の
相
違
に
よ
り
、
異
な
る
分
類
を
す
べ
し
と
の
意
見
も
あ
り
得
る
。）。

こ
の
表
１
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
情
報
技
術
と
関
連
し
て
生
ず
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、
や
は
り
横
断
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
に
対
し
、
知
的
財
産
権
に
関
連
す
る
法
益
保
護
は
主
と
し
て
企
業
の
利
益
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

未
来
の
刑
法
典
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
の
も
の
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
誰
も
予
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
①
情
報
社
会

の
進
展
に
伴
い
、
現
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
②
サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、
国
、
組
織

及
び
個
人
の
別
と
は
関
係
な
く
、
誰
に
と
っ
て
も
法
益
侵
害
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
者
に
と
っ
て
も
重

要
な
利
害
関
係
の
あ
る
社
会
事
象
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
認
識
・
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
論
文
に
お
け
る
直
接
の
検
討
対
象
で
あ
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
含
め
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
刑
事
法
制
度
全
体
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
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正
し
い
認
識
・
理
解
を
踏
ま
え
、
適
正
な
法
制
度
を
構
築
・
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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四
　
海
外
の
立
法
例

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
に
対
し
て
適
用
可
能
な
日
本
国
に
お
け
る
刑
事
法
制
度
の
検
討
を
踏
ま
え
、
法
制
度
上
の
対
比
（
比
較
法
的
検
討
）

を
通
じ
て
問
題
点
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
海
外
の
立
法
例
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

海
外
の
立
法
例
を
み
る
と
、「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）」
を
処
罰
対
象
と
す
る
立
法
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
行
為
の
本
質
部
分
は
、
他
人
を
欺
罔
し
て
錯
誤
に
陥
ら
せ
、
そ
の
錯
誤
に
乗
じ
て
、
無
権
限
で
、
他
人
の
個
人
識
別
情
報
等
を
取
得
す

る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
法
文
中
に
お
い
て
明
確
に
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
く
て
も
、
実
質
的
な
意

味
で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
を
処
罰
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
刑
罰
法
令
は
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
英
米
法
系
の
国
々
で
は
、
個
人
識
別
情
報
の
無
権
限
取
得
を
意
味
す
る
「id

en
tifi
cation

th
eft （

58
）
　
」
と
い
う
語
を
用
い
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
行
為
と
ほ
ぼ
同
じ
実
質
を
有
す
る
行
為
を
処
罰
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
含
む
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
学
術
研
究
及
び
日
本
国
に
お
け
る
今
後
の
立
法
論
及
び
法
政
策
の
形
成
に
お
い

て
比
較
的
高
い
学
術
的
価
値
及
び
実
務
的
価
値
を
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
ド
イ
ツ
、
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
の
立
法
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
刑
法
中
の
犯
罪
の
中
で
本
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
の
関
係
で
重
要
な
条
項
は
、
二
〇
二
条
ａ
（
通
信
傍
受
罪
）、

二
〇
二
条
ｂ
（
デ
ー
タ
傍
受
罪
）
及
び
二
〇
二
条
ｃ
（
通
信
傍
受
及
び
デ
ー
タ
傍
受
の
準
備
罪
）
の
三
つ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
の
条
文
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は
、
ド
イ
ツ
連
邦
法
務
省
の
サ
イ
ト（59
）
　
上
に
お
い
て
、
独
文
及
び
英
文
の
二
種
類
の
形
式
で
公
開
さ
れ
て
い
る（60
）
　
。

以
下
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
〇
二
条
ａ
（
通
信
傍
受
罪
）、
二
〇
二
条
ｂ
（
デ
ー
タ
傍
受
罪
）
及
び
二
〇
二
条
ｃ
（
通
信
傍
受
及
び
デ
ー
タ
傍

受
の
準
備
罪
）
の
私
訳
（
直
訳
）
で
あ
る
。

第
二
〇
二
条
ａ
　
通
信
傍
受
罪

（1）
　
自
己
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
無
権
限
ア
ク
セ
ス
に
対
し
て
特
別
な
保
護
の
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
、
自
己
又
は
第

三
者
の
た
め
に
無
権
限
で
取
得
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。

（2）
　
第
一
項
の
デ
ー
タ
は
、
電
気
的
、
磁
気
的
そ
の
他
直
接
に
知
覚
で
き
な
い
方
式
で
記
録
又
は
送
信
さ
れ
る
も
の
の
み
を
意
味
す
る
。

﹇
原
文
﹈

§
202a

A
u
ssp

äh
en

von
D

aten

(1)
W
er
u
n
b
efu
gt
sich
o
d
er
ein
em
a
n
d
eren

Z
u
gan
g
zu
D
aten
,
d
ie
n
ich
t
fü
r
ih
n
b
estim

m
t
u
n
d
d
ie
gegen

u
n
b
erech

tigten

Z
u
g
a
n
g
b
eso
n
d
ers
g
esich

ert
sin
d
,
u
n
ter
Ü
b
erw
in
d
u
n
g
d
er
Z
u
gan
gssich

eru
n
g
v
ersch

aff
t,
w
ird
m
it
F
reih
eitsstrafe

b
is

zu
d
rei
J
ah
ren
o
d
er
m
it
G
eld
strafe

b
estraft.

(2)
D
aten

im
S
in
n
e
d
es
A
b
satzes

1
sin
d
n
u
r
solch

e,
d
ie
elek
tron
isch
,
m
agn
etisch

o
d
er
son
st
n
ich
t
u
n
m
ittelb

ar

w
a
h
rn
eh
m
b
ar
g
esp
eich
ert
sin
d
o
d
er
ü
b
erm
ittelt

w
erd
en
.

第
二
〇
二
条
ｂ
デ
ー
タ
傍
受
罪



明治大学　法律論叢 85巻 4・5号：責了 tex/natsui-8545.tex page209 2012/12/21 10:39

209 ――サイバー犯罪の研究（二）――

　
非
公
開
の
デ
ー
タ
伝
送（61
）
　
も
し
く
は
デ
ー
タ
処
理
装
置
か
ら
の
電
磁
放
射（62
）
　
か
ら
、
技
術
的
手
段
を
用
い
て
、
自
己
に
属
し
な
い
特
定

の
デ
ー
タ
（
第
二
〇
二
条
ａ
第
二
項
）
を
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
違
法（63
）
　
に
傍
受
し
た
者
は
、
他
の
条
項
に
基
づ
き
よ
り
重
い
刑

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。

﹇
原
文
﹈

§
202b

A
b
fan

gen
von

D
aten

W
er
u
n
b
efu
gt
sich
o
d
er
ein
em
a
n
d
eren

u
n
ter
A
n
w
en
d
u
n
g
v
o
n
tech
n
isch
en
M
itteln

n
ich
t
fü
r
ih
n
b
estim

m
te
D
aten

( §

202a
A
b
s.
2.)
a
u
s
ein
er
n
ich
töff
en
tlich
en
D
aten
ü
b
erm
ittlu
n
g
o
d
er
au
s
d
er
elek
trom

agn
etisch

en
A
b
strah

lu
n
g
ein
er

D
a
ten
v
era
rb
eitu
n
g
sa
n
la
g
e
v
ersch

a
ff
t,
w
ird
m
it
F
reih
eitsstra

fe
b
is
zu
zw
ei
J
a
h
ren
o
d
er
m
it
G
eld
stra
fe
b
estra

ft,
w
en
n

d
ie
T
a
t
n
ich
t
in
a
n
d
eren

V
o
rsch
riften

m
it
sch
w
ererer

S
tra
fe
b
ed
ro
h
t
ist.

第
二
〇
二
条
ｃ
通
信
傍
受
及
び
デ
ー
タ
傍
受
の
準
備
罪

（1）
　
第
二
〇
二
条
ａ
も
し
く
は
第
二
〇
二
条
ｂ
の
犯
罪
行
為
を
実
行
す
る
目
的
で
、
次
の
も
の
を
製
造
し
、
自
己
又
は
第
三
者
の
た

め
に
取
得
し
、
譲
渡
し
、
第
三
者
に
提
供
し
、
頒
布
そ
の
他
の
方
法
で
利
用
可
能
に
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に

処
す
る
。

１
．
デ
ー
タ
（
第
二
〇
二
条
ａ
第
二
項
）
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
パ
ス
ワ
ー
ド
そ
の
他
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
コ
ー
ド
、
又
は

２
．
そ
の
行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
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（2）
　
第
一
四
九
条
二
項
及
び
三
項
を
準
用
す
る
。

﹇
原
文
﹈

§
202c

V
orb

ereiten
d
es

A
u
ssp

äh
en

s
u
n
d

A
b
fan

gen
s

von
D

aten

(1
)
W
er
ein
e
S
tra
fta
t
n
a
ch

§
2
0
2
a
o
d
er§
2
0
2
b
v
o
rb
ereitet,

in
d
em
er

1.
P
a
ssw
ö
rter
o
d
er
so
n
stig
e
S
ich
eru
n
gsco
d
es,
d
ie
d
en
Z
u
gan
g
zu
D
aten

(§
2
0
2
a
A
b
s.
2
)
erm
öglich

en
,
o
d
er

2
.
C
o
m
p
u
terp
ro
g
ra
m
m
e,
d
eren

Z
w
eck
d
ie
B
egeh
u
n
g
ein
er
solch

en
T
a
t
ist,

h
erstellt,

sich
o
d
er
ein
em
a
n
d
eren

v
ersch

aff
t,
v
erka
u
ft,
ein
em
a
n
d
eren

ü
b
erlässt,

v
erb
reitet

o
d
er
son
st
zu
g
ä
n
g
lich

m
a
ch
t,
w
ird
m
it
F
reih
eitsstrafe

b
is
zu
ein
em
J
ah
r
o
d
er
m
it
G
eld
strafe

b
estraft.

(2
) §
149
A
b
s.
2
u
n
d
3
g
ilt
en
tsp
rech
en
d
.

２
　
米
国

米
国
で
は
、
個
人
識
別
情
報
の
無
権
限
取
得
行
為
（ID

T
h
eft

）
を
処
罰
す
る
連
邦
法
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
法
律
集
一
八
款

一
〇
二
八
条
（1
8
U
S
C

§1
0
2
8 （

64
）
　
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
合
衆
国
連
邦
を
構
成
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
州
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
こ
の

種
の
行
為
を
処
罰
す
る
州
法
（
州
の
犯
罪
法
ま
た
は
刑
法
）
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る（65
）
　
。
こ
れ
ら
の
法
令
を
適
用
し
て
処
罰
し
た
事

例
は
既
に
多
数
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
社
会
的
に
注
目
を
集
め
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
連
邦
警
察
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
の
サ
イ
ト
な
ど
で

事
件
の
概
要
等
の
事
実
が
公
表
さ
れ
て
い
る（66
）
　
。
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一
般
に
、
米
国
の
刑
事
法
及
び
犯
罪
学
に
お
い
て
は
、「ID

T
h
eft

」
と
は
社
会
保
険
番
号
の
無
権
限
取
得
行
為
の
み
で
は
な
く
、
他
の
種

類
の
番
号
や
記
号
情
報
等
を
含
め
、「
他
人
の
識
別
情
報
」
を
広
く
含
む
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
多
種
多
様
な
個
人
識
別
情
報
を

保
護
の
対
象
と
し
て
「ID

T
h
eft

」
の
概
念
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
の
関
係
に
お
い
て
特
に
重
要
な
の
は
、
連
邦
法
一

〇
二
八
条
a
項
（3）
で
あ
る
。

以
下
、
連
邦
法
一
〇
二
八
条
の
抄
訳
（
直
訳
）
で
あ
る（67
）
　
。

第
一
〇
二
八
条
　
個
人
識
別
文
書
及
び
個
人
識
別
情
報
と
関
連
す
る
詐
欺
及
び
こ
れ
に
類
す
る
行
為

_

本
条
a
項
に
示
す
場
合
に
お
い
て
、
以
下
の
犯
罪
行
為
を
実
行
し
た
者
は
、
本
条
`
項
の
規
定
に
従
い
処
罰
さ
れ
る
。

（1）
　
認
識
し
て（68
）
　
、
適
法
な
権
限
な
く
、
個
人
識
別
文
書
ま
た
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
を
作
成
し
た
者;

（2）
　
認
識
し
て
、
当
該
文
書
が
盗
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
当
該
文
書
が
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
、
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
を
送
付
し
た
者;

（3）
　
認
識
し
て
、
違
法
に
使
用
す
る
目
的
も
し
く
は
違
法
に
送
付
す
る
目
的
で
、
五
通
以
上
の
個
人
識
別
文
書
（
所
持
者
が
使
用

す
る
た
め
に
当
該
文
書
が
適
法
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）
を
所
持
し
た
者;

（4）
　
認
識
し
て
、
合
衆
国
を
欺
く
た
め
に
当
該
文
書
を
使
用
す
る
目
的
で
、
個
人
識
別
文
書
（
所
持
者
が
使
用
す
る
た
め
に
当
該

文
書
が
適
法
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
を
所
持
し
た
者;

（5）
　
認
識
し
て
、
当
該
文
書
作
成
器
具
を
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
の
作
成
も
し
く
は
偽
造
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
他
の
文
書
作
成

器
具
の
作
成
に
用
い
る
目
的
で
、
文
書
作
成
器
具
を
作
成
、
送
付
ま
た
は
所
持
し
た
者;

（6）
　
認
識
し
て
、
当
該
個
人
識
別
文
書
が
盗
ま
れ
た
も
の
も
し
く
は
当
該
個
人
識
別
文
書
が
適
法
な
権
限
な
く
作
成
さ
れ
た
も
の
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で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
合
衆
国
の
個
人
識
別
文
書
で
あ
る
個
人
識
別
文
書
ま
た
は
合
衆
国
の
個
人
識
別
文
書
の
よ
う
に
見
え

る
個
人
識
別
文
書
を
所
持
し
た
者;

ま
た
は
、

（7）
　
認
識
し
て
、
連
邦
法
上
の
犯
罪
を
構
成
す
る
違
法
行
為
ま
た
は
適
用
可
能
な
州
法
も
し
く
は
自
治
体
法
令
に
基
づ
き
重
罪
を

構
成
す
る
違
法
行
為
を
実
行
、
幇
助
も
し
く
は
教
唆
す
る
目
的
で
、
適
法
な
権
限
な
く
、
他
人
の
個
人
識
別
手
段
を
移
転
も
し
く

は
使
用
し
た
者
。

`

本
条
_
項
の
犯
罪
行
為
に
対
す
る
処
罰
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（1）
　
（3）
及
び
（4）
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
犯
罪
行
為
が
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
場
合
に
は
、
本
款
に
規
定
す
る
罰
金
も
し
く
は
一

五
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
こ
れ
ら
刑
の
併
科
と
す
る
。

y
　
以
下
の
も
の
で
あ
る
も
し
く
は
以
下
の
も
の
よ
う
に
見
え
る
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
の
作
成
ま

た
は
送
付
の
場
合;

ⅰ
　
合
衆
国
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
合
衆
国
の
権
限
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
た
個
人
識
別
文
書;

ま

た
は
、

ⅱ
　
出
生
証
明
書
、
運
転
免
許
証
も
し
く
は
個
人
識
別
カ
ー
ド;

z
　
五
通
を
超
え
る
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
の
作
成
ま
た
は
送
付
の
場
合;

{
　
前
項
（5）
の
犯
罪
行
為
の
場
合;

ま
た
は
、

|
　
前
項
（7）
の
犯
罪
行
為
の
場
合
で
あ
っ
て
、
一
以
上
の
個
人
識
別
手
段
の
送
付
も
し
く
は
使
用
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
犯
罪
行
為
の
結
果
と
し
て
、
犯
罪
行
為
を
遂
行
し
た
者
が
過
去
一
年
間
に
合
計
一
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
相
当
の
何
か
を

得
た
場
合
。
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（2）
　
（3）
及
び
（4）
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
犯
罪
行
為
が
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
場
合
に
は
、
本
款
に
規
定
す
る
罰
金
も
し
く
は
三

年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
こ
れ
ら
刑
の
併
科
と
す
る
。

y
　
個
人
識
別
手
段
、
個
人
識
別
情
報
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
情
報
の
上
記
以
外
の
所
持
、
送
付
ま
た
は
使
用;

ま
た
は
、

z
　
前
項
（3）
も
し
く
は
（7）
の
犯
罪
行
為;

（3）
　
犯
罪
行
為
が
以
下
の
と
お
り
に
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
款
に
規
定
す
る
罰
金
も
し
く
は
二
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は

こ
れ
ら
刑
の
併
科
と
す
る
。

y
　
（
九
二
九
条
_
項
（2）
に
規
定
す
る
）
麻
薬
密
輸
犯
罪
を
容
易
に
す
る
た
め;

z
　
（
九
二
四
条
a
項
（3）
に
規
定
す
る
）
暴
力
犯
罪
と
の
関
連
で;

ま
た
は
、

{
　
本
条
に
基
づ
く
前
科
に
よ
る
拘
禁
刑
が
終
了
し
た
後
に
。

（4）
　
（
本
款
の
二
三
三
一
条
（1）
に
定
義
す
る
）
国
際
的
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
犯
罪
行
為
を
容
易
に
す
る
た
め
に
犯
罪
行
為
が
実
行
さ
れ

た
場
合
に
は
、
本
款
に
規
定
す
る
罰
金
も
し
く
は
二
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
こ
れ
ら
刑
の
併
科
と
す
る
。

（5）
　
_
項
の
ど
の
犯
罪
行
為
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
犯
罪
行
為
に
使
用
さ
れ
た
個
人
財
産
も
し
く
は
使
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

個
人
財
産
を
、
合
衆
国
が
没
収
す
る
。
並
び
に
、

（6）
　
こ
れ
ら
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
本
款
に
規
定
す
る
罰
金
も
し
く
は
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
こ
れ
ら
刑
の
併
科
と
す
る
。

a

本
条
_
項
に
規
定
す
る
場
合
と
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。

（1）
　
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
が
合
衆
国
の
権
限
に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
そ
の
権
限

に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
場
合
、
ま
た
は
、
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
の
作
成
の

た
め
に
設
計
さ
れ
、
も
し
く
は
そ
れ
に
適
す
る
文
書
作
成
器
具;
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（2）
　
当
該
違
法
行
為
が
本
条
_
項
（4）
の
犯
罪
行
為
で
あ
る
場
合;

ま
た
は
、

（3）
　
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合;

y
　
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
文
書
の
送
付
を
含
め
、
本
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
作
成
、
送
付
も
し
く
は
使
用
が
州
際
取
引
も

し
く
は
国
際
取
引
に
お
い
て
な
さ
れ
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
取
引
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合;

ま
た
は
、

z
　
個
人
識
別
手
段
、
個
人
識
別
文
書
、
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
も
し
く
は
文
書
作
成
器
具
が
、
本
条
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る

作
成
、
送
付
も
し
く
は
使
用
の
際
に
メ
ー
ル
に
よ
り
送
信
さ
れ
る
場
合
。

b

本
条
に
お
い
て
は
、

（1）
　
「
文
書
作
成
器
具
」
と
い
う
用
語
は
、
個
人
識
別
文
書
、
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
そ
の
他
の
文
書
作
成
器
具
を
作
成
す
る
た
め

に
特
に
構
成
さ
れ
、
も
し
く
は
そ
の
た
め
に
主
に
使
用
さ
れ
る
器
具
、
印
章
、
雛
形
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
デ
ィ
ス
ク
、
電
子
機
器
類
、
ま
た
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
も
し
く
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
意
味
す
る
。

（2）
　
「
個
人
識
別
文
書
」
と
い
う
用
語
は
、
特
定
の
個
人
に
関
す
る
情
報
を
確
認
す
る
際
、
個
人
識
別
を
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

ま
た
は
個
人
識
別
の
た
め
の
も
の
と
し
て
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
文
書
形
態
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
合
衆
国
連
邦
政
府
、
州
、
州

政
府
の
部
局
、
外
国
政
府
、
外
国
政
府
の
部
局
、
国
際
機
関
ま
た
は
準
国
際
機
関
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
そ
の
権
限
に
基
づ
い
て
作

成
ま
た
は
発
行
さ
れ
る
文
書
を
意
味
す
る
。

（3）
　
「
偽
造
の
個
人
識
別
情
報
」
と
い
う
用
語
は
、
個
人
識
別
を
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
ま
た
は
個
人
識
別
の
た
め
の
も
の
と
し

て
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
文
書
形
態
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
次
の
も
の
を
意
味
す
る
。

y
　
政
府
機
関
の
権
限
に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
も
の
で
あ
り;

か
つ
、

z
　
合
衆
国
連
邦
政
府
、
州
、
州
政
府
の
部
局
、
外
国
政
府
、
外
国
政
府
の
部
局
、
国
際
機
関
ま
た
は
準
国
際
機
関
に
よ
っ
て
、
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ま
た
は
そ
の
権
限
に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
も
の
。

（4）
　
「
個
人
識
別
手
段
」
と
い
う
用
語
は
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
に
、
単
独
で
ま
た
は
他
の
情
報
と
一
緒
に
用
い
ら
れ

る
名
前
も
し
く
は
番
号
を
意
味
し
、
以
下
の
も
の
を
含
む
。

y
　
名
前
、
社
会
保
険
番
号
、
生
年
月
日
、
州
ま
た
は
政
府
が
公
式
に
発
行
し
た
運
転
免
許
証
も
し
く
は
識
別
番
号
、
外
国
人

登
録
番
号
、
政
府
の
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
、
労
働
者
番
号
も
し
く
は
納
税
者
番
号;

z
　
指
紋
、
声
紋
、
網
膜
も
し
く
は
虹
彩
の
画
像
、
そ
の
他
の
唯
一
無
二
な
身
体
的
特
徴
と
い
っ
た
固
有
の
生
体
デ
ー
タ;

{
　
唯
一
無
二
の
電
子
的
な
識
別
番
号
、
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ー
ド;

ま
た
は
、

|
　
（
一
〇
二
九
条
c
項
に
規
定
す
る
）
通
信
識
別
情
報
も
し
く
は
ア
ク
セ
ス
装
置
。

（5）
　
「
個
人
識
別
カ
ー
ド
」
と
い
う
用
語
と
は
、
個
人
識
別
の
み
を
目
的
と
し
て
州
政
府
ま
た
は
地
方
自
治
体
政
府
が
発
行
す
る

個
人
識
別
文
書
を
意
味
す
る;

（6）
　
「
作
成
」
と
い
う
用
語
は
、
改
変
、
証
明
ま
た
は
組
み
立
て
を
含
む;

（7）
　
「
送
付
」
と
い
う
用
語
は
、
個
人
識
別
文
書
、
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
ま
た
は
文
書
作
成
器
具
を
選
択
す
る
こ
と
及
び
個
人

識
別
文
書
、
偽
造
の
個
人
識
別
文
書
ま
た
は
文
書
作
成
器
具
を
第
三
者
が
利
用
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
場
所
に
置
く
こ
と
も
し

く
は
そ
の
よ
う
に
指
図
す
る
こ
と
を
含
む;

並
び
に
、

（8）
　
「
州
」
と
い
う
用
語
は
、
合
衆
国
の
全
て
の
州
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
合
衆
国
の
そ
の
他
の
保
護
領
、
領

地
及
び
領
土
を
意
味
す
る
。

﹇
原
文
﹈
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Sec. 1028. - Fraud and related activity in connection with identification documents and information

(a) Whoever, in a circumstance described in subsection (c) of this section -

(1) knowingly and without lawful authority produces an identification document or a false identification

document;

(2) knowingly transfers an identification document or a false identification document knowing that such document

was stolen or produced without lawful authority;

(3) knowingly possesses with intent to use unlawfully or transfer unlawfully five or more identification documents

(other than those issued lawfully for the use of the possessor) or false identification documents;

(4) knowingly possesses an identification document (other than one issued lawfully for the use of the possessor)

or a false identification document, with the intent such document be used to defraud the United States;

(5) knowingly produces, transfers, or possesses a document-making implement with the intent such document-

making implement will be used in the production of a false identification document or another document-making

implement which will be so used;

(6) knowingly possesses an identification document that is or appears to be an identification document of the

United States which is stolen or produced without lawful authority knowing that such document was stolen or

produced without such authority; or

(7) knowingly transfers or uses, without lawful authority, a means of identification of another person with the

intent to commit, or to aid or abet, any unlawful activity that constitutes a violation of Federal law, or that
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constitutes a felony under any applicable State or local law;

shall be punished as provided in subsection (b) of this section.

(b) The punishment for an offense under subsection (a) of this section is -

(1) except as provided in paragraphs (3) and (4), a fine under this title or imprisonment for not more than 15

years, or both, if the offense is -

(A) the production or transfer of an identification document or false identification document that is or appears

to be -

(i) an identification document issued by or under the authority of the United States; or

(ii) a birth certificate, or a driver’s license or personal identification card;

(B) the production or transfer of more than five identification documents or false identification documents;

(C) an offense under paragraph (5) of such subsection; or

(D) an offense under paragraph (7) of such subsection that involves the transfer or use of 1 or more means

of identification if, as a result of the offense, any individual committing the offense obtains anything of value

aggregating $1,000 or more during any 1-year period;

(2) except as provided in paragraphs (3) and (4), a fine under this title or imprisonment for not more than three

years, or both, if the offense is -

(A) any other production, transfer, or use of a means of identification, an identification document, or a false

identification document; or
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(B) an offense under paragraph (3) or (7) of such subsection;

(3) a fine under this title or imprisonment for not more than 20 years, or both, if the offense is committed -

(A) to facilitate a drug trafficking crime (as defined in section 929(a)(2));

(B) in connection with a crime of violence (as defined in section 924(c)(3)); or

(C) after a prior conviction under this section becomes final;

(4) a fine under this title or imprisonment for not more than 25 years, or both, if the offense is committed to

facilitate an act of international terrorism (as defined in section 2331(1) of this title);

(5) in the case of any offense under subsection (a), forfeiture to the United States of any personal property used

or intended to be used to commit the offense; and

(6) a fine under this title or imprisonment for not more than one year, or both, in any other case.

(c) The circumstance referred to in subsection (a) of this section is that -

(1) the identification document or false identification document is or appears to be issued by or under the authority

of the United States or the document-making implement is designed or suited for making such an identification

document or false identification document;

(2) the offense is an offense under subsection (a)(4) of this section; or

(3) either -

(A) the production, transfer, possession, or use prohibited by this section is in or affects interstate or foreign

commerce, including the transfer of a document by electronic means; or
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(B) the means of identification, identification document, false identification document, or document-making

implement is transported in the mail in the course of the production, transfer, possession, or use prohibited by

this section.

(d) In this section -

(1) the term “document-making implement” means any implement, impression, template, computer file, computer

disc, electronic device, or computer hardware or software, that is specifically configured or primarily used for

making an identification document, a false identification document, or another document-making implement;

(2) the term “identification document” means a document made or issued by or under the authority of the

United States Government, a State, political subdivision of a State, a foreign government, political subdivision of

a foreign government, an international governmental or an international quasi-governmental organization which,

when completed with information concerning a particular individual, is of a type intended or commonly accepted

for the purpose of identification of individuals;

(3) the term “false identification document” means a document of a type intended or commonly accepted for the

purposes of identification of individuals that -

(A) is not issued by or under the authority of a governmental entity; and

(B) appears to be issued by or under the authority of the United States Government, a State, a political

subdivision of a State, a foreign government, a political subdivision of a foreign government, or an international

governmental or quasi-governmental organization;
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(4) the term “means of identification” means any name or number that may be used, alone or in conjunction

with any other information, to identify a specific individual, including any -

(A) name, social security number, date of birth, official State or government issued driver’s license

or identification number, alien registration number, government passport number, employer or taxpayer

identification number;

(B) unique biometric data, such as fingerprint, voice print, retina or iris image, or other unique physical

representation;

(C) unique electronic identification number, address, or routing code; or

(D) telecommunication identifying information or access device (as defined in section 1029(e));

(5) the term “personal identification card” means an identification document issued by a State or local

government solely for the purpose of identification;

(6) the term “produce” includes alter, authenticate, or assemble;

(7) the term “transfer” includes selecting an identification document, false identification document, or

document-making implement and placing or directing the placement of such identification document, false

identification document, or document-making implement on an online location where it is available to others;

and

(8) the term “State” includes any State of the United States, the District of Columbia, the Commonwealth of

Puerto Rico, and any other commonwealth, possession, or territory of the United States.
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３
　
カ
ナ
ダ

カ
ナ
ダ
の
犯
罪
法
二
八
章
（C

rim
in
a
l
C
o
d
e
C
h
a
p
ter
2
8

）
は
、
Ｉ
Ｄ
窃
盗
及
び
Ｉ
Ｄ
詐
欺
（Id

en
tity
T
h
eft
a
n
d
Id
en
tity
F
ra
u
d （

69
）
　
）

を
犯
罪
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
窃
盗
」
及
び
「
詐
欺
」
も
財
物
の
窃
取
や
詐
取
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
個
人
識
別
情
報
の
無
権
限
取
得
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
同
条
は
、
特
に
明
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
然
に
電
子
的
な
手
段
に

よ
る
個
人
識
別
情
報
の
無
権
限
取
得
の
場
合
を
含
む
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
も
適
用
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

以
下
、
カ
ナ
ダ
犯
罪
法
二
八
章
の
抄
訳
（
直
訳
）
で
あ
る（70
）
　
。

四
〇
二
条
一
　
「
識
別
情
報
」
の
定
義

四
〇
二
条
二
及
び
四
〇
三
条
に
お
い
て
は
、「
識
別
情
報
」
と
は
、
個
人
を
識
別
す
る
た
め
、
も
し
く
は
個
人
を
識
別
し
よ
う
と
す
る

た
め
に
単
独
で
も
し
く
は
他
の
情
報
と
組
み
合
わ
せ
て
一
般
に
使
用
さ
れ
る
情
報
形
態
の
一
つ
と
し
て
の
情
報
（
生
体
情
報
及
び
生

理
情
報
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
、
指
紋
、
声
紋
、
網
膜
画
像
、
虹
彩
画
像
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
、
名
前
、
住
所
、
生
年
月
日
、
手
書
き
の
署
名
、

電
子
署
名
、
利
用
者
名
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
金
融
機
関
ア
カ
ウ
ン
ト
番
号
、
社
会
保
険
番
号
、
健

康
保
険
番
号
、
運
転
免
許
証
番
号
ま
た
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
含
む
。

﹇
原
文
﹈

402.1
D

efi
n
ition

of
“
id

en
tity

in
form

ation
”
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F
o
r
th
e
p
u
rp
o
ses
o
f
sectio

n
s
4
0
2
.2
a
n
d
4
0
3
,
“
id
en
tity
in
fo
rm
a
tio
n
”
m
ea
n
s
a
n
y
in
fo
rm
a
tio
n
-
in
clu
d
in
g
b
io
lo
g
ica
l

o
r
p
h
y
sio
lo
g
ica
l
in
fo
rm
a
tio
n
-
o
f
a
ty
p
e
th
a
t
is
co
m
m
o
n
ly
u
sed
a
lo
n
e
o
r
in
co
m
b
in
a
tio
n
w
ith
o
th
er
in
fo
rm
a
tio
n
to

id
en
tify
o
r
p
u
rp
o
rt
to
id
en
tify
a
n
in
d
iv
id
u
a
l,
in
clu
d
in
g
a
fi
n
g
erp
rin
t,
v
o
ice
p
rin
t,
retin

a
im
a
g
e,
iris
im
a
g
e,
D
N
A

p
ro
fi
le,
n
a
m
e,
a
d
d
ress,

d
a
te
o
f
b
irth
,
w
ritten

sig
n
a
tu
re,
electro

n
ic
sig
n
a
tu
re,
d
ig
ita
l
sig
n
a
tu
re,
u
ser
n
a
m
e,
cred
it

ca
rd
n
u
m
b
er,
d
eb
it
ca
rd
n
u
m
b
er,
fi
n
a
n
cia
l
in
stitu

tio
n
a
cco
u
n
t
n
u
m
b
er,
p
a
ssp
o
rt
n
u
m
b
er,
S
o
cia
l
In
su
ra
n
ce
N
u
m
b
er,

h
ea
lth
in
su
ra
n
ce
n
u
m
b
er,
d
riv
er’s
licen

ce
n
u
m
b
er
or
p
assw
ord
.

四
〇
二
条
二
　
Ｉ
Ｄ
窃
盗

（1）
　
当
該
犯
罪
行
為
の
構
成
要
素
の
一
部
と
し
て
詐
欺
、
欺
瞞
も
し
く
は
虚
偽
を
含
む
正
式
裁
判
で
起
訴
可
能
な
犯
罪
行
為
を
実
行

す
る
た
め
に
当
該
情
報
を
使
用
す
る
目
的
が
あ
る
と
い
う
合
理
的
な
推
定
を
生
じ
さ
せ
得
る
状
況
に
お
い
て
、
認
識
し
て
、
他
人
の

識
別
情
報
を
取
得
ま
た
は
所
持
す
る
者
は
、
犯
罪
行
為
を
実
行
す
る
者
で
あ
る（71
）
　
。

（2）
　
当
該
犯
罪
行
為
の
構
成
要
素
の
一
部
と
し
て
詐
欺
、
欺
瞞
も
し
く
は
虚
偽
を
含
む
正
式
裁
判
で
起
訴
可
能
な
犯
罪
行
為
を
実
行

す
る
た
め
に
当
該
情
報
が
使
用
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
に
関
し
て
認
識
し
つ
つ
、
も
し
く
は
そ
の
こ
と
に
関
し
て
留
意
せ
ず
に
、
他

人
の
識
別
情
報
を
送
付
し
、
使
用
可
能
に
し
、
配
布
し
、
販
売
し
、
も
し
く
は
販
売
目
的
で
提
示
す
る
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
行

為
を
す
る
目
的
で
他
人
の
識
別
情
報
を
自
己
の
管
理
下
に
入
れ
る
者
は
、
犯
罪
行
為
を
実
行
す
る
者
で
あ
る（72
）
　
。

（3）
　
﹇
省
略
﹈

（4）
　
本
条
（1）
ま
た
は
（2）
の
犯
罪
行
為
の
容
疑
で
起
訴
さ
れ
る
被
告
人
は
、
当
該
犯
罪
行
為
が
実
行
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

場
所
、
被
告
人
が
発
見
さ
れ
た
場
所
も
し
く
は
被
告
人
が
勾
留
さ
れ
て
い
る
場
所
で
当
該
犯
罪
行
為
に
係
る
公
判
を
遂
行
す
る
管
轄
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権
を
有
す
る
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
公
判
を
受
け
及
び
処
罰
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
犯
罪
行
為
が
州
外
で
実
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
の
申
立
て
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
州
の
州
務
長
官
の
事
前
の
承
諾
を
得
な
い
で
当
該
犯
罪
に
係
る
刑
事
訴
訟
手
続
を
そ

の
州
内
に
お
い
て
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（73
）
　
。

（5）
　
本
条
（1）
ま
た
は
（2）
の
犯
罪
行
為
を
実
行
す
る
者
は
、

_

正
式
裁
判
で
起
訴
可
能
な
犯
罪
行
為
と
し
て
有
罪
で
あ
り
、
五
年
以
下
の
期
間
内
で
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
、
ま
た
は
、

`

略
式
裁
判
に
基
づ
き
処
罰
可
能
な
犯
罪
行
為
と
し
て
有
罪
で
あ
る
。

﹇
原
文
﹈

402.2
Id

en
tity

th
eft

(1
)
E
v
ery
o
n
e
co
m
m
its
a
n
o
ff
en
ce
w
h
o
k
n
ow
in
g
ly
o
b
ta
in
s
o
r
p
o
ssesses

a
n
o
th
er
p
erso
n
’s
id
en
tity

in
fo
rm
a
tio
n
in

circu
m
sta
n
ces
g
iv
in
g
rise
to
a
reason

ab
le
in
feren

ce
th
at
th
e
in
form

ation
is
in
ten
d
ed
to
b
e
u
sed
to
com
m
it
a
n

in
d
ictab

le
off
en
ce
th
at
in
clu
d
es
frau
d
,
d
eceit

o
r
falseh

o
o
d
as
an
elem

en
t
o
f
th
e
off
en
ce.

(2
)
E
v
ery
o
n
e
co
m
m
its
a
n
o
ff
en
ce
w
h
o
tra
n
sm
its,
m
a
k
es
ava
ila
b
le,
d
istrib

u
tes,
sells

o
r
o
ff
ers
fo
r
sa
le
a
n
o
th
er
p
erso
n
’s

id
en
tity
in
fo
rm
a
tio
n
,
o
r
h
a
s
it
in
th
eir
p
o
ssessio

n
fo
r
a
n
y
o
f
th
o
se
p
u
rp
o
ses,
k
n
ow
in
g
th
a
t
o
r
b
ein
g
reck
less
a
s
to

w
h
eth
er
th
e
in
fo
rm
a
tio
n
w
ill
b
e
u
sed
to
com
m
it
a
n
in
d
ictab

le
off
en
ce
th
at
in
clu
d
es
frau
d
,
d
eceit

o
r
falseh

o
o
d
as
an

elem
en
t
o
f
th
e
off
en
ce.

(3
)
[o
m
itted

]

(4
)
A
n
a
ccu
sed
w
h
o
is
ch
a
rg
ed
w
ith
a
n
o
ff
en
ce
u
n
d
er
su
b
section

(1)
or
(2)
m
ay
b
e
tried

a
n
d
p
u
n
ish
ed
b
y
a
n
y
cou
rt
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h
av
in
g
ju
risd
ictio
n
to
try
th
a
t
o
ff
en
ce
in
th
e
p
lace

w
h
ere
th
e
off
en
ce
is
alleged

to
h
av
e
b
een
com
m
itted

o
r
in
th
e

p
lace
w
h
ere
th
e
accu
sed
is
fou
n
d
,
is
arrested

or
is
in
cu
sto
d
y.
H
ow
ev
er,
n
o
p
ro
ceed
in
g
in
resp
ect
of
th
e
o
ff
en
ce
sh
all

b
e
co
m
m
en
ced
in
a
p
rov
in
ce
w
ith
o
u
t
th
e
co
n
sen
t
o
f
th
e
A
tto
rn
ey
G
en
era
l
o
f
th
a
t
p
rov
in
ce
if
th
e
o
ff
en
ce
is
a
lleg
ed

to
h
av
e
b
een
co
m
m
itted

o
u
tsid
e
th
at
p
rov
in
ce.

(5
)
E
v
ery
o
n
e
w
h
o
co
m
m
its
a
n
o
ff
en
ce
u
n
d
er
su
b
sectio

n
(1
)
o
r
(2
)

(a
)
is
g
u
ilty
o
f
a
n
in
d
icta
b
le
o
ff
en
ce
a
n
d
lia
b
le
to
im
p
riso
n
m
en
t
fo
r
a
term

o
f
n
o
t
m
o
re
th
a
n
fi
v
e
y
ea
rs;
o
r

(b
)
is
g
u
ilty
o
f
a
n
o
ff
en
ce
p
u
n
ish
ab
le
on
su
m
m
ary
con
v
iction

.

五
　
ま
と
め

以
上
で
本
論
文
に
お
け
る
検
討
を
終
え
る
。

本
論
文
で
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
素
材
と
し
て
日
本
国
の
法
制
及
び
海
外
の
代
表
的
な
関
連
法
制
に
つ
い
て
比
較
法
的
な
検
討
を
加
え
、

若
干
の
私
見
を
述
べ
た
。

本
論
文
に
お
い
て
直
接
の
検
討
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
手
口
（
電
子
的
ま
た
は
非
電
子

的
な
技
法
）
は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
よ
り
巧
妙
な
手
口
が
ど
ん
ど
ん
考
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
技
術
的
手
段
に
関
し
て
は
、
各
種
の

電
子
的
な
ツ
ー
ル
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
闇
サ
イ
ト
な
ど
を
介
し
て
流
通
し
て
い
る
現
状
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
厄
介
な
時
代
に
な
っ

た
も
の
だ
と
の
感
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
限
ら
ず
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
し
て
直
接
的
な
防
御
と
な
り
得
る
の
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
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技
法
で
あ
る
。
法
は
、
あ
く
ま
で
も
事
後
的
な
処
罰
や
損
害
賠
償
等
を
準
備
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
害
者

（
犯
人
）
を
社
会
か
ら
隔
離
す
る
と
同
時
に
特
別
予
防
的
な
効
果
（
再
犯
の
防
止
等
）
を
期
待
し
、
ま
た
、
将
来
の
加
害
者
に
対
し
て
一
般

予
防
的
な
抑
止
効
果
を
期
待
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
社
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
法
と
い
う
も
の
が
国
家
に
よ
っ
て
強
制
可
能
な
非
常
に
強
力
な
統
制
手
段
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
統
制
手
段
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
主
体
が
存
在
す
る
の
に
法
に
よ
る
保
護
が
欠
け
て
い
る
場
合
に
は
立

法
に
よ
っ
て
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
統
制
の
過
剰
の
弊
害
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
運
用
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
論
文
で
は
、
ご
く
少
数
の
立
法
例
に
つ
い
て
簡
単
な
比
較
検
討
し
か
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
こ
の
分
野
に
お
い

て
、
様
々
な
立
場
の
研
究
者
や
実
務
家
ら
の
手
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
研
究
成
果
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い（74
）
　
。

注（
1
）

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
（
平
成
二
四
年
条
約
第
七
号
）
は
、
そ
の
起
草
当
時
に
お
い
て
は
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
最
新
の
内
容
を
盛
り

込
む
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
条
約
に
お
い
て
も
、
純
粋
な
「
情
報
」
の
無
権
限
取
得
ま
た
は
違
法
取
得
に
関
す
る
条
項
は
存
在
し
な
い
。

そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
の
関
連
委
員
会
等
に
お
い
て
見
直
し
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
年
）、
織
田
信
長
は
、
明
智
光
秀
の
謀
反
に
よ
っ
て
本
能
寺
に
お
い
て
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
明
智
光
秀
は
、

期
待
で
き
る
戦
国
大
名
ら
に
対
し
、
加
勢
を
依
頼
す
る
内
容
の
密
書
を
送
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
智
光
秀
の
密
書
を
届
け
る
た
め
各
地
に
派
遣
さ
れ
た

者
の
中
で
毛
利
氏
に
密
書
を
届
け
る
べ
し
と
の
命
を
受
け
た
者
は
、
毛
利
側
の
武
将
清
水
宗
治
が
守
る
備
中
高
松
城
の
攻
城
戦
の
た
め
陣
を
構
え
て
い

た
羽
柴
秀
吉
（
後
の
豊
臣
秀
吉
）
の
陣
場
に
迷
い
込
み
、
明
智
光
秀
か
ら
毛
利
氏
に
宛
て
た
密
書
を
羽
柴
側
に
奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

羽
柴
秀
吉
は
、
そ
の
密
書
に
よ
っ
て
信
長
死
去
の
事
実
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
他
の
競
争
相
手
（
織
田
信
長
の
後
継
候
補
と

な
る
戦
国
武
将
）
よ
り
も
早
く
京
に
向
け
て
駆
け
戻
る
こ
と
が
で
き
、
明
智
光
秀
を
倒
す
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
豊
臣
秀
吉
の
「
中
国
大

返
し
」
と
通
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
史
実
で
あ
る
の
か
後
世
の
作
り
話
で
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
判
然
と
せ
ず
、
諸
説
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ

が
史
実
で
あ
っ
た
か
否
か
を
現
代
に
お
い
て
確
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
仮
に
そ
れ
が
史
実
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
羽
柴
秀
吉

に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
「
信
長
死
去
」
と
い
う
事
実
に
関
す
る
「
情
報
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
情
報
を
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取
得
す
る
た
め
に
は
「
密
書
」
と
い
う
「
物
体
」
を
奪
取
す
る
行
為
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
般

に
、「
情
報
」
を
得
る
た
め
に
は
、
そ
の
情
報
を
記
録
し
た
物
体
を
取
得
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
様
に
、
あ

る
「
情
報
」
を
得
る
た
め
に
特
定
の
者
を
拘
束
し
、
拷
問
を
加
え
て
自
白
さ
せ
る
と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
情
報
を
記
憶
し
て
い
る
物
理
的

存
在
と
し
て
の
「
人
間
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
例
え
ば
、
豊
臣
秀
吉
の
「
中
国
大
返
し
」
の
場
合
、
仮
に
羽
柴
側
の
陣
に
迷
い
込
ん
だ

者
が
密
書
を
携
行
し
て
お
ら
ず
、
口
伝
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
史
実
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
拷
問
、
脅
迫
、
誘
惑
ま
た
は
説

得
な
ど
に
よ
っ
て
自
白
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
物
体
で
あ
る
密
書
か
ら
情
報
を
得
る
プ

ロ
セ
ス
と
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
異
な
る
要
素
と
し
て
は
、
情
報
を
記
録
し
て
い
る
記
録
媒
体
が
紙
な
ど
の
物
体
で
あ
る
か
人
間
の
生
体
脳
で

あ
る
か
の
相
違
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
人
間
の
生
体
脳
は
物
体
の
一
種
で
あ
る
。
な
お
、
正
確
に
は
、
自
白
の
強
要
の
場
合
に
は
、
自
白
者
自
身
が

脳
内
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
解
読
し
音
声
信
号
に
変
換
し
て
伝
達
す
る
処
理
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
伝
達
さ
れ
た
音
声

信
号
を
受
信
し
て
情
報
内
容
を
解
釈
・
理
解
す
る
の
は
拷
問
を
加
え
て
自
白
さ
せ
た
者
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
体
脳
以
外
の
物
体
に
記
録
さ
れ
た
情

報
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
暗
号
化
さ
れ
た
文
書
の
解
読
の
場
合
に
な
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
非
常
に
良
く
似
て
い
る
。

（
3
）

「
情
報
財
」
を
定
義
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
論
文
中
で
は
、
通
常
の
経
済
取
引
の
対
象
と
し
て
の
「
財
」
と
な
り
得
る

経
済
財
を
も
っ
て
「
情
報
財
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
、
暫
定
的
な
定
義
で
あ
り
、
法
的
概
念
を
含
め
た
も
の
と
し
て
の
「
情
報

財
」
と
し
て
は
、
よ
り
正
確
か
つ
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
経
済
産
業
省
「
電
子
商
取
引
及
び
情
報
財
取
引
等
に
関
す
る
準
則
」
に
お
い
て

は
、
電
気
通
信
回
線
を
介
し
た
「
電
子
的
な
役
務
提
供
」
ま
た
は
「
電
子
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
」
な
ど
を
指
す
も
の
と
し
て
「
情
報
財
」
の
概
念
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
調
査
・
研
究
を
深
め
た
上
で
、
別
稿
に
よ
っ
て
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
る
。

（
4
）

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
夏
井
高
人
監
修
『
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
法
入
門
』（
Ｔ
ａ
ｃ
出
版
、
二
〇
一
〇
）
一
六
八
頁
以
下
及
び
夏
井
高
人

「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
一
）
―D

o
S

攻
撃
（D

D
o
S

攻
撃
）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
―
」
法
律
論
叢
八
五
巻
一
号
一
九
七
頁
以
下
で
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。

（
5
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
通
信
傍
受
に
適
用
さ
れ
る
日
本
国
法
に
関
し
て
は
、
別
稿
（「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（三）
」
法
律
論
叢
八

五
巻
六
号
）
で
詳
し
く
述
べ
る
。

（
6
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（p

h
ish
in
g

）
に
つ
い
て
、「
実
在
す
る
組
織
を
偽
装
し
た
電
子
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ザ

ネ
ー
ム
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
暗
証
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
と
い
っ
た
個
人
情
報
を
、
金
融
機
関
等
の
信
頼
で
き

る
団
体
に
成
り
済
ま
し
て
打
ち
明
け
る
よ
う
に
誘
い
込
む
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
る
（
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会
『
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
ガ
イ
ド
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ラ
イ
ン
二
〇
一
一
年
度
版
』
一
頁
）。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
n
tip
h
ish
in
g
.jp
/
rep
o
rt/
p
d
f/
a
n
tip
h
ish
in
g
g
u
id
e.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
7
）

荒
金
陽
助
・
間
形
文
彦
・
柴
田
賢
介
・
塩
野
入
理
・
金
井
　
敦
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の
状
況
と
対
策
に
関
す
る
考
察
」
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告

2
0
0
6
–
E
IP
–
3
1
(5
)

三
三
頁
（
二
〇
〇
六
）、
荒
金
陽
助
・
塩
野
入
理
・
金
井
　
敦
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
影
響
に
関
す
る
考

察
」
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告2

0
0
7
–
E
IP
–
3
6
(2
)

五
頁
（
二
〇
〇
七
）、
柴
田
賢
介
・
神
谷
　
造
・
佐
野
和
利
・
荒
金
陽
助
・
塩
野
入
理
「
迷
惑

メ
ー
ル
に
お
け
る
誘
導
手
法
に
関
す
る
一
考
察
」
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告2

0
0
7
–
C
S
E
C
–
3
8
(4
7
)

三
二
六
頁
（
二
〇
〇
七
）、
荒
金
陽
助
・
柴
田

賢
介
・
佐
野
和
利
・
塩
野
入
理
・
金
井
　
敦
「
携
帯
電
話
に
対
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の
可
能
性
と
対
策
に
つ
い
て
（
携
帯
端
末
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）」
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告2

0
0
7
–
M
B
L
–
4
1
(1
4
)

六
七
頁
（
二
〇
〇
七
）
な
ど

（
8
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
『
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト2

0
1
2

―
新
た
な
脅
威
の
動
向
と
そ
れ
に
向

け
た
対
策
と
課
題
―
』（
二
〇
一
二
年
六
月
）
一
頁

（
9
）

T
a
rg
eted

P
h
ish
in
g
,
C
isco

W
h
ite
P
a
p
er,
2
0
1
2

h
ttp
:/
/
w
w
w
.cisco

.co
m
/
en
/
U
S
/
p
ro
d
/
co
lla
tera
l/
v
p
n
d
ev
c/
p
s1
0
1
2
8
/
p
s1
0
1
5
4
/
iro
n
p
o
rt
ta
rg
eted

p
h
ish
in
g
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二

年
一
〇
月
二
〇
日
確
認
﹈

（
10
）

内
閣
官
房
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）『
わ
が
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
防
護
へ
の
取
組
み
』（
二
〇
一
二
年
二
月
二
三
日
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ip
a
.g
o
.jp
/
secu
rity
/
ev
en
t/
2
0
1
2
/
cip

sy
m
p
o
/
d
o
cu
m
en
ts/
lectu

re0
1
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
11
）

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
は
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
攻
撃
に
つ
い
て
、「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
脆
弱
性
を
悪
用
し
、
複
数
の
既
存
攻
撃
を
組

合
せ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
特
定
企
業
や
個
人
を
ね
ら
い
、
対
応
が
難
し
く
執
拗
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
」
と
定
義
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
テ
ク
ニ
カ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
『
新
し
い
タ
イ
プ
の
攻
撃
』
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
〜S

tu
x
n
et

（
ス
タ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
）
等
の
新
し
い
サ
イ
バ
ー
攻

撃
手
法
の
出
現
〜

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ip
a
.g
o
.jp
/
a
b
o
u
t/
tech
n
ica
lw
a
tch
/
2
0
1
0
1
2
1
7
.h
tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
12
）

「ta
rg
eted

p
h
ish
in
g

」
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、M

.
S
ik
o
rsk
i
&
A
.
H
o
n
in
g
,
P
ra
ctica

l
M
a
lw
a
re
A
n
a
ly
sis,
n
o
sta
rch
p
ress,

p
.2
9
9

な
ど
。

（
13
）

R
ep
o
rt
o
n
P
h
ish
in
g
-
A
R
ep
o
rt
to
th
e
M
in
ister

o
f
P
u
b
lic
S
a
fety

a
n
d
E
m
erg
en
cy
P
rep
a
red
n
ess
C
a
n
a
d
a
a
n
d
th
e

A
tto
rn
ey
G
en
era
l
o
f
th
e
U
n
ited

S
ta
tes-,

B
in
a
tio
n
a
l
W
o
rk
in
g
G
ro
u
p
o
n
C
ro
ss-B
o
rd
er
M
a
ss
M
a
rk
etin
g
F
ra
u
d
,
O
cto
b
er
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2
0
0
6
,
p
.1
0

（
14
）

U
ri
R
iv
n
er,
A
n
a
to
m
y
o
f
a
n
A
tta
ck

h
ttp
:/
/
b
lo
g
s.rsa

.co
m
/
riv
n
er/
a
n
a
to
m
y
-o
f-a
n
-a
tta
ck
/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

A
v
iv
a
h
L
ita
n
,
R
S
A
S
ecu
rID
a
tta
ck
d
eta
ils
u
n
v
eiled

-
lesso

n
s
lea
rn
ed

h
ttp
:/
/
b
lo
g
s.g
a
rtn
er.co

m
/
a
v
iv
a
h
-lita
n
/
2
0
1
1
/
0
4
/
0
1
/
rsa
-secu

rid
-a
tta
ck
-d
eta
ils-u
n
v
eiled

-th
ey
-sh
o
u
ld
-h
a
v
e-k
n
o
w
n
-

b
etter/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
15
）

J
a
p
a
n
,
U
S
D
efen
se
In
d
u
stries

A
m
o
n
g
T
a
rg
eted

E
n
tities

in
L
a
test

A
tta
ck

h
ttp
:/
/
b
lo
g
.tren

d
m
icro
.co
m
/
tren
d
la
b
s-secu

rity
-in
tellig

en
ce/
ja
p
a
n
-u
s-d
efen
se-in

d
u
stries-a

m
o
n
g
-ta
rg
eted
-en
tities-in

-

la
test-a

tta
ck
/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
16
）

最
新
情
報
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協
議
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.a
n
tip
h
ish
in
g
.jp
/

）
上
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）

警
察
庁
「
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
め
ぐ
る
情
勢
」
焦
点
二
八
〇
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
三
頁

（
18
）

岡
村
久
道
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
（
改
訂
版
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
一
）
一
五
三
頁

F
ra
u
d
W
a
tch
In
tern
a
tio
n
a
l,
W
h
a
t
is
P
h
ish
in
g
?

h
ttp
:/
/
w
w
w
.fra
u
d
w
a
tch
in
tern
a
tio
n
a
l.co
m
/
p
h
ish
in
g
-fra
u
d
/
p
h
ish
in
g
-h
o
m
e/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
19
）

M
a
n
o
P
a
u
l,
P
h
ish
in
g
:
E
lectro

n
ic
S
o
cia
l
E
n
g
in
eerin

g

h
ttp
:/
/
w
w
w
.certm

a
g
.co
m
/
rea
d
.p
h
p
?
in
=
3
5
9
4

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
20
）

K
en
D
u
n
h
a
m
,
P
h
ish
in
g
Isn
’t
S
o
S
o
p
h
istica

ted
:
S
ca
ry
!

h
ttp
:/
/
w
w
w
.in
fo
secto

d
a
y.co
m
/
A
rticles/

P
h
ish
in
g
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
21
）

P
h
ish
in
g
(P
a
ssw
o
rd
H
a
rv
estin

g
F
ish
in
g
)

h
ttp
:/
/
u
n
a
clib
re.o
rg
/
u
n
a
c/
in
d
ex
2
.p
h
p
?
o
p
tio
n
=
co
m
co
n
ten
t&
d
o
p
d
f=
1
&
id
=
4
1
2
7

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
22
）

「S
o
cia
l
p
h
ish
in
g

」
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
が
、
実
質
的
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
、R

.F
.
S
m
a
llw
o
o
d
,
S
a
feg
u
a
rd
in
g
C
ritica

l
e-

D
o
cu
m
en
t,
W
iley,

2
0
1
2
,
p
.6
1

な
ど
。

（
23
）

前
掲
『
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
ン
』
二
頁
以
下
で
は
安
易
に
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
正
確

で
は
な
い
し
誤
解
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
用
語
例
に
つ
い
て
は
専
門
の
法
律
家
の
意
見
を
聴
い
て
検
討
し
た
上
で
、
早
急
に
改
訂
す
べ
き
だ
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と
考
え
る
。

（
24
）

不
正
ア
ク
セ
ス
対
策
法
制
研
究
会
編
著
『
逐
条
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
補
訂
第
二
版
）』（
立
花
書
房
、
二
〇
〇
八
）
二
〇

頁
以
下
、
前
掲
岡
村
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
（
改
訂
版
）』
一
三
一
頁
以
下
な
ど

（
25
）

警
察
庁
『
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
改
正
の
概
要
』
中
の
「
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
の
項

（
26
）

こ
の
よ
う
に
本
体
と
な
る
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
）
の
み
な
ら
ず
、
関
連
す
る
周
辺
行
為
を
網
羅
的
に
処
罰
対
象
と
す
る
立
法
様
式
は
、
後

述
す
る
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
等
の
罪
に
お
け
る
立
法
様
式
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
27
）

同
法
四
条
の
「
取
得
」
行
為
に
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
取
得
の
場
合
を
含
む
も
の
の
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
以
外
の
手
段
に
よ
る
場
合
も
広
く
処
罰
対

象
行
為
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
、
同
法
七
条
は
典
型
的
な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
場
合
を
想
定
し
た
条
項
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
、
同
法

七
条
の
要
求
罪
と
同
法
四
条
の
取
得
罪
と
の
関
係
は
手
段
・
結
果
の
関
係
に
あ
り
牽
連
犯
（
刑
法
五
四
条
一
項
）
の
関
係
に
た
つ
の
で
は
な
く
、
別

罪
と
し
て
併
合
罪
（
刑
法
四
五
条
）
の
関
係
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
罪
数
問
題
と
比
較
的
似
た
関
係
に
あ
る
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
準
備

罪
の
取
得
、
保
管
及
び
提
供
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、
通
説
は
牽
連
犯
説
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
（
脚
注
（
53
）
参
照
）、
こ
れ
と
同
様
に
理
解
す
る

と
す
れ
ば
、
牽
連
犯
の
関
係
に
た
つ
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
28
）

現
実
に
生
じ
て
い
る
識
別
符
号
等
の
行
使
（
不
正
ア
ク
セ
ス
の
実
行
）
の
例
の
中
に
は
取
得
者
自
身
が
行
使
す
る
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
量

に
取
得
し
た
者
が
闇
市
場
に
お
い
て
そ
れ
を
売
り
さ
ば
い
て
金
銭
的
利
益
を
あ
げ
、
闇
市
場
で
そ
の
識
別
符
号
を
入
手
し
た
者
が
そ
れ
を
行
使
（
不

正
ア
ク
セ
ス
を
実
行
）
す
る
と
い
う
例
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
暗
黒
面
（
無
権
限
で
取
得
さ
れ
た
識
別
情
報
等
の
闇
市

場
に
お
け
る
流
通
実
態
）
を
重
視
す
る
と
す
れ
ば
、
牽
連
犯
（
刑
法
五
四
条
一
項
）
で
は
な
く
併
合
罪
（
刑
法
四
五
条
）
の
関
係
に
な
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
準
備
罪
の
取
得
、
保
管
及
び
提
供
の
罪
数
に
関
し
て
通
説
は
牽
連
犯
説
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
（
脚
注

（
53
）
参
照
）
を
重
視
す
る
と
す
れ
ば
、
牽
連
犯
の
関
係
に
た
つ
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
29
）

最
判
平
成
一
九
年
八
月
八
日
・
刑
集
六
一
巻
五
号
五
七
六
頁
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
罪
と
私
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
と
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
、

「
犯
罪
の
通
常
の
形
態
と
し
て
手
段
又
は
結
果
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
牽
連
犯
の
関
係
に
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、

本
件
に
つ
き
両
者
を
併
合
罪
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
処
断
し
た
原
判
断
は
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

（
30
）

前
掲
注
（
13
）

（
31
）

R
o
b
ert
M
.
S
la
d
e,
S
o
ftw
a
re
F
o
ren
sics
-
C
o
llectin

g
E
v
id
en
ce
fro
m
th
e
S
cen
e
o
f
a
D
ig
ita
l
C
rim
e-,
M
cG
ra
w
-H
ill,
2
0
0
4
,

p
p
.9
1
–
1
1
2
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（
32
）

Ｄ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
バ
内
の
記
録
及
び
そ
の
真
正
性
の
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ト
内
の
記
録
が
無
権
限
で
書
き
換
え
ら
れ
た
場
合
、
ブ
ラ
ウ

ザ
の
安
全
性
が
い
か
に
高
く
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
真
正
性
を
確
認
す
る
認
証
機
能
が
充
実
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
真
正
な
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
で
あ
る
こ
と
の
電
子
証
明
書
が
偽
装
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
偽
サ
イ
ト
へ
と
誘
導
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
現
実
に
発

生
し
た
事
件
と
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｃ
Ａ
で
あ
るD
ig
iN
o
ta
r

が
攻
撃
を
受
け
て
業
務
遂
行
不
可
能
と
な
り
破
産
し
た
後
、

同
年
一
一
月
、
同
国
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
業
務
を
引
き
継
い
だ
は
ず
の
Ｋ
Ｐ
Ｎ
が
同
様
に
攻
撃
を
受
け
た
と
い
う
事
件
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
認
証
の
全
て
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

‘H
a
ck
ed
serv
er’
cla
im
s
a
n
o
th
er
certifi

ca
te
a
u
th
o
rity

ca
su
a
lty,
Z
D
N
et,
N
o
v
em
b
er
6
,
2
0
1
1

h
ttp
:/
/
w
w
w
.zd
n
et.co

m
/
b
lo
g
/
lo
n
d
o
n
/
-8
2
1
6
h
a
ck
ed
-serv

er-cla
im
s-a
n
o
th
er-certifi

ca
te-a
u
th
o
rity
-ca
su
a
lty
/
5
9
6

﹇
二
〇
一
二

年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

D
ig
iN
o
ta
r
H
a
ck
ed
O
u
t
O
f
B
u
sin
ess,
d
a
rk
R
E
A
D
IN
G
,
S
ep
2
0
,
2
0
1
1

h
ttp
:/
/
w
w
w
.d
a
rk
rea
d
in
g
.co
m
/
a
u
th
en
tica
tio
n
/
1
6
7
9
0
1
0
7
2
/
secu
rity
/
a
tta
ck
s-b
rea
ch
es/
2
3
1
6
0
1
7
9
0
/
d
ig
in
o
ta
r-h
a
ck
ed
-

o
u
t-o
f-b
u
sin
ess.h

tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
33
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
実
行
者
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
バ
の
運
用
者
に
過
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
Ｄ
Ｎ
Ｓ

サ
ー
バ
の
運
用
者
が
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
直
接
の
被
害
者
に
対
し
て
不
法
行
為
（
民
法
七
〇
九
条
）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
得

る
こ
と
は
別
問
題
で
あ
る
。

（
34
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.fa
ceb
o
o
k
.co
m
/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
35
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.lin
k
ed
in
.co
m
/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
36
）

h
ttp
s:/
/
p
lu
s.g
o
o
g
le.co

m
/

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
37
）

立
法
者
は
、
刑
法
一
六
八
条
の
二
第
一
項
一
号
の
「
電
磁
的
記
録
」
は
機
械
語
コ
ー
ド
を
意
味
し
、
同
項
二
号
の
「
記
録
」
は
そ
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド

を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
西
田
典
之
『
刑
法
各
論
（
第
六
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
三
九
一
頁
に
は

そ
の
よ
う
な
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
し
、
前
田
雅
英
『
刑
法
各
論
講
義
（
第
五
版
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
）
五
五
七
頁
も
同
旨
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
、J

a
v
a

の
よ
う
な
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
ベ
ー
ス
で
機
能
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
普
通
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
な
ど
の

マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
で
書
か
れ
た
文
書
は
、
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
機
能
す
る
。
各
種
ス
ク
リ
プ
ト
言
語

で
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
も
同
様
の
も
の
が
あ
り
、
要
す
る
に
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
で
あ
り
な
が
ら
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
あ
る
も
の
が
多
数
存
在
す
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る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
包
括
し
て
同
条
の
二
第
一
項
一
号
及
び
二
号
の
電
磁
的
記
録
に
該
当
す
る
と
理
解
す
べ
き
電
磁
的
記

録
が
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
同
書
三
八
一
頁
に
は
、
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
）
に
規
定
す
る
電

磁
的
記
録
の
意
義
に
つ
い
て
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
す
る
コ
マ
ン
ド
の
組
み
合
わ
せ
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
本
条
に
い
う
電
磁
的
記

録
に
は
あ
た
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
前
提
と
し
て
い
る
事
実
認
識
が
か
な
り
古
い
時
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
象
に
支
配
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
正
確
性
を
欠
い
て
い
る
。
正
し
く
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
コ
マ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
様
々
な
テ
キ
ス
ト
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
機
能
し
な
い
（
古
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語F

O
R
T
R
A
N

で
書
か
れ
た
最
も

単
純
な
数
値
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
さ
え
、
コ
マ
ン
ド
の
み
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
全
く
機
能
し
な
い
。
ア
セ
ン
ブ
ラ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
場
合
で
さ
え
そ
う
で
あ
り
、
引
数
な
し
に
は
何
も
機
能
し
な
い
。）。

（
38
）

前
掲
『
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
一
頁

（
39
）

悪
ふ
ざ
け
で
偽
サ
イ
ト
を
構
築
し
た
場
合
に
は
、
軽
犯
罪
法
一
条
三
一
号
の
「
他
人
の
業
務
に
対
し
て
悪
戯
な
ど
で
こ
れ
を
妨
害
し
た
者
」
に
該

当
し
得
る
こ
と
が
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、
情
報
の
無
権
限
取
得
を
目
的
と
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
悪
ふ
ざ
け
を
目
的
と
す
る
行
為
で
は
な
い
の

で
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
軽
犯
罪
法
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
事
例
は
想
定
し
難
い
。

（
40
）

電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
が
一
部
改
正
さ
れ
、
未
遂
罪
も
処
罰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
刑
法
二
三
四
条
の
二
第
二
項
）。
こ
の
こ
と
と
の

関
係
で
、
業
務
妨
害
罪
の
罪
質
に
関
す
る
議
論
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
前
掲
夏
井
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
一
）」

二
一
〇
頁
で
触
れ
た
。

（
41
）

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
や
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
実
行
行
為
な
ど
の
よ
う
に
、
被
害
者
自
身
を
道
具
と
す
る
間
接
正
犯
的
な
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
被
害

者
以
外
に
は
加
害
者
し
か
通
信
当
事
者
が
存
在
し
な
い
と
い
う
類
型
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
「
通
信
の
秘
密
」
に
関
す
る
伝
統
的
理
解
を

そ
の
ま
ま
適
用
し
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
真
剣
に
再
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
被
害
者
は
加
害
者
の
道
具
と
し
て
機

能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
、
①
単
純
に
被
害
者
の
機
密
領
域
に
侵
入
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
つ
、
②
そ
の
侵
入
の
手
段
と
し
て
通
信

技
術
を
悪
用
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
機
密
領
域
の
保
有
主
体
が
企
業
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
機

密
領
域
内
に
存
在
す
る
情
報
は
営
業
秘
密
で
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
そ
の
機
密
領
域
の
保
有
主
体
が
個
人
（
非
企
業
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
単
な
る

私
的
領
域
へ
の
侵
入
が
存
在
す
る
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
通
信
技
術
を
悪
用
し
、
被
害
者
自
身
を
道
具
と
し
て
操
作
す
る

方
法
に
よ
り
そ
の
被
害
者
の
機
密
領
域
に
あ
る
情
報
を
取
得
す
る
行
為
は
、「
適
正
な
通
信
に
対
す
る
干
渉
」
と
い
う
伝
統
的
な
意
味
で
の
通
信
の
秘

密
に
対
す
る
侵
害
行
為
と
は
本
質
的
に
異
な
る
「
通
信
の
濫
用
に
よ
る
干
渉
」
と
い
う
新
た
な
通
信
の
秘
密
侵
害
類
型
の
存
在
を
認
識
可
能
と
す
る
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も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
行
の
電
気
通
信
事
業
法
等
の
通
信
関
連
法
令
に
定
め
る
罰
則
の
適
用
と
い
う
場
面
で
は
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
現
行
の
通
信
関
連
法
令
は
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
通
信
の
秘
密
」
の
み
を
前
提
に
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
罰
則
も
ま
た

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
基
本
構
造
の
相
違
を
無
視
し
、
現
行
の
罰
則
の
規
定
の
ま
ま
で
法
解
釈
の
変
更
の
み
に
基
づ
い
て
罰
則
を
適

用
す
る
こ
と
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
問
題
な
し
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
立
法
的
対
応
が
必
要
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
42
）

前
掲
夏
井
『
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
法
入
門
』
二
四
〇
〜
二
四
六
頁
、
前
掲
岡
村
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
法
律
（
改
訂
版
）』
一
二
五
頁
〜
一
二
九
頁
。

（
43
）

日
本
の
刑
法
と
ド
イ
ツ
の
刑
法
を
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
の
刑
法
で
は
、
第
一
三
章
（
秘
密
を
侵
す
罪
）
の
中
に
信
書
開
封
罪
（
刑
法
一
三
三

条
）
及
び
秘
密
開
示
罪
（
同
一
三
四
条
）
の
二
つ
の
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
刑
法
で
は
、
第
一
五
章
（
個
人
の
生

活
領
域
及
び
秘
密
領
域
の
侵
害
）
の
中
に
盗
聴
罪
（
ド
イ
ツ
刑
法
二
〇
一
条
）、
盗
撮
罪
（
同
二
〇
一
条
ａ
）、
信
書
開
封
罪
（
同
二
〇
二
条
）、
通
信

傍
受
罪
（
同
二
〇
二
条
ａ
）、
デ
ー
タ
傍
受
罪
（
同
二
〇
二
条
ｂ
）、
通
信
傍
受
及
び
デ
ー
タ
傍
受
の
準
備
罪
（
同
二
〇
二
条
ｃ
）、
個
人
の
秘
密
開
示

罪
（
同
二
〇
三
条
）、
企
業
秘
密
侵
害
罪
（
同
二
〇
四
条
）
及
び
通
信
の
秘
密
侵
害
罪
（
同
二
〇
六
条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
の
立
法
例
と
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
で
は
私
人
の
法
的
利
益
（
特
に
私
生
活
上
の
秘
密
）
が
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
に
後
述
す
る
。

（
44
）

例
え
ば
、S

h
a
h
eed
B
ila
l

と
い
う
者
（
被
告
人
）
が
、
二
〇
〇
八
年
以
降
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
購
入
し
た
他
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
を
用
い
、
家
族
ぐ
る
み
で
、iP

h
o
n
e

やiP
a
d

等
のA

p
p
le

製
品
（
総
額
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上
相
当
）
を
購
入
し
、
あ
る
い
は
盗
ん
だ

物
品
を
ネ
ッ
ト
上
で
売
り
さ
ば
い
て
い
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
被
告
人
は
、
共
犯
者
で
あ
る
家
族
ら
と
共
に
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、
拘

禁
刑
四
年
六
月
〜
九
年
の
不
定
期
刑
に
処
す
る
旨
の
判
決
を
受
け
た
（
判
決
当
時
二
九
歳
）。
こ
の
事
件
は
、A

p
p
le
iS
ca
m

事
件
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
被
告
人
は
家
族
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

L
ea
d
er
o
f
A
p
p
le
iS
ca
m
g
ets
u
p
to
9
y
ea
rs
in
p
riso
n
,
R
E
U
T
E
R
S
,
J
u
n
e
2
2
,
2
0
1
2

h
ttp
:/
/
in
.reu
ters.co

m
/
a
rticle/

2
0
1
2
/
0
6
/
2
1
/
a
p
p
le-crim

erin
g
-id
IN
L
1
E
8
H
L
B
9
T
2
0
1
2
0
6
2
1

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
45
）

グ
ル
ー
ポ
ン
ジ
ャ
パ
ン
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.g
ro
u
p
o
n
.jp
/

）
は
、
電
子
的
な
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
を
業
務
と
し
て
い
る
。

（
46
）

W
eb
M
o
n
ey

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.w
eb
m
o
n
ey.jp

/

）
は
、
電
子
的
な
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
発
行
及
び
決
済
を
業
務
と
し
て
い
る
。

（
47
）

二
〇
一
一
年
、
誰
か
に
よ
っ
て
無
権
限
取
得
さ
れ
たP

a
y
P
a
l

の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
ネ
ッ
ト
上
の
闇
サ
イ
ト
に
お
い
て
低
額
で
売
り
さ
ば
か
れ
て
い

る
と
報
じ
ら
れ
た
。

B
u
y
h
a
ck
ed
P
a
y
P
a
l
a
cco
u
n
ts
fo
r
5
0
c,
S
C
M
a
g
a
zin
e,
O
ct
6
,
2
0
1
1
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h
ttp
:/
/
w
w
w
.scm

a
g
a
zin
e.co
m
.a
u
/
N
ew
s/
2
7
5
8
7
7
,
b
u
y
-h
a
ck
ed
-p
a
y
p
a
l-a
cco
u
n
ts-fo

r-5
0
c.a
sp
x

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日
確
認
﹈

（
48
）

刑
法
の
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
等
の
罪
（
刑
法
一
六
三
条
の
二
〜
一
六
三
条
の
五
）
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
に
用
い
ら
れ
る
電
磁
的

記
録
の
内
容
で
あ
る
情
報
の
取
得
・
移
転
・
保
管
等
の
い
わ
ば
幇
助
行
為
の
類
型
に
属
す
る
行
為
を
独
立
罪
と
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

既
述
の
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
一
部
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
他
人
の
識
別
符
号
の
要
求
行
為
、
取
得
行
為
、
保
管
行
為
及
び
提
供
行
為
と
い
っ
た

犯
罪
類
型
の
構
成
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）

日
本
国
の
裁
判
所
の
刑
事
裁
判
例
中
で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
を
取
得
ま
た
は
保
管
し
た
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

従
来
は
、
ス
キ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
傍
受
専
用
装
置
（
ス
キ
ミ
ン
グ
装
置
）
等
を
用
い
た
犯
行
が
主
流
で
あ
っ
た
た
め
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
、
東
京
高
判
平
成
一
六
年
六
月
一
七
日
・
東
京
高
等
裁
判
所
（
刑
事
）
判
決
時
報
五
五
巻
一
〜
一
二
号
四
八

頁
が
あ
る
。
な
お
、
同
判
決
は
、
保
管
罪
の
罪
数
に
つ
い
て
、「
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
情
報
保
管
罪
は
、
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
不
正
作

出
罪
の
準
備
行
為
を
罰
す
る
性
質
の
罪
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
の
よ
う
に
、
一
個
の
ス
キ
マ
ー
に
複
数
の
電
磁
的
情
報
が
保
管
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
電
磁
的
情
報
の
一
件
ご
と
に
本
罪
が
成
立
す
る
の
で
は
な
く
、
保
管
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
情
報
全
部
に
つ
い
て
、
包
括
し
て
一
個
の
本
罪
が
成

立
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

（
50
）

前
掲
西
田
『
刑
法
各
論
（
第
六
版
）』
三
四
四
〜
三
四
五
頁

（
51
）

前
掲
西
田
『
刑
法
各
論
（
第
六
版
）』
三
四
七
頁
は
、「
カ
ー
ド
と
は
分
離
さ
れ
た
状
態
で
電
磁
的
記
録
（
た
と
え
ば
、
磁
気
情
報
部
分
）
の
み
を
不

正
に
作
出
し
た
が
、
い
ま
だ
カ
ー
ド
に
貼
付
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
不
正
作
出
の
未
遂
（
一
六
五
条
の
五
）
ま
た
は
準
備
（
一
六
三
条
の

四
）
に
と
ど
ま
る
」
と
し
て
い
る
。

（
52
）

正
確
に
は
、
二
つ
の
異
な
る
種
類
に
属
す
る
主
観
的
意
図
（
目
的
）
が
同
時
に
並
存
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
観
的
目
的
が
現
実
に

並
存
す
る
場
合
、
実
際
の
人
間
の
意
識
内
容
と
し
て
は
常
に
明
確
に
「
並
存
」
と
し
て
認
識
ま
た
は
意
識
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
証

拠
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
と
推
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
限
り
、
並
存
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（
53
）

前
掲
西
田
『
刑
法
各
論
（
第
六
版
）』
三
五
二
頁
は
、
刑
法
一
六
三
条
の
四
の
不
正
作
出
準
備
罪
に
含
ま
れ
る
取
得
罪
、
保
管
罪
及
び
提
供
罪
の
罪

数
に
つ
い
て
、
牽
連
犯
と
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
前
田
『
刑
法
各
論
講
義
（
第
五
版
）』
五
一
一
頁
は
、「
取
得
と
保
管
、
取
得
と
提
供
、
保

管
と
提
供
は
そ
れ
ぞ
れ
牽
連
犯
の
関
係
に
立
つ
」
と
し
て
い
る
。

（
54
）

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
著
『
逐
条
解
説
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
二
一
年
改
正
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
）
一
七
九
頁

（
55
）

西
野
哲
朗
「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
情
報
処
理
三
六
巻
四
号
三
三
七
頁
、S

im
o
n
J
.
D
ev
itt,
W
illia
m
J
.
M
u
n
ro
&
K
a
e
N
em
o
to
,
H
ig
h
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p
erfo
rm
a
n
ce
q
u
a
n
tu
m
co
m
p
u
tin
g
,
P
ro
g
ress

in
in
fo
rm
a
tics
:
P
I
8
,
p
p
.4
9
–
5
5

な
ど
。

（
56
）

実
際
に
は
明
確
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
国
家
法
益
は
国
際
的
な
法
人
格
主
体
と
し
て
の
「
国
」
の
直
接
の
法
的
利
益
ま
た
は

国
家
主
権
か
ら
直
接
に
由
来
す
る
法
的
利
益
を
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
ほ
ぼ
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
民
主
主
義
と
い
う

政
治
理
念
を
前
提
と
す
る
限
り
、
国
民
の
利
益
を
全
く
度
外
視
し
て
国
家
の
利
益
を
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
の
存
立
そ
れ

自
体
を
直
接
に
保
護
法
益
と
し
て
い
る
内
乱
罪
（
刑
法
七
七
条
）
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、
国
民
が
一
人
も
存
在
し
な
い
状
態
で
の
日
本
国
と
い
う

も
の
を
観
念
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
り
、
ま
た
、
国
家
の
存
立
は
国
民
の
生
存
を
物
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

国
家
の
構
成
員
で
あ
る
国
民
の
生
存
と
い
う
私
的
利
益
を
保
護
法
益
と
し
て
い
る
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
国
家
が
国
民
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
念
の
な
い
時
代
（
と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
前
の
時
代
）
に
は
純
粋
に
観
念
的
な
存
在
と
し
て
の
「
国
」
を

観
念
し
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
国
」
の
法
益
を
理
論
的
に
承
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
状
況

は
全
く
異
な
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
と
り
あ
え
ず
伝
統
的
な
刑
事
法
学
上
の
法
益
分
類
に
基
づ
い
た
検
討
を

試
み
、
今
後
の
よ
り
良
き
立
法
論
の
構
築
に
向
け
た
論
点
の
提
供
を
し
よ
う
と
思
う
。

（
57
）

一
般
に
、
秘
密
を
侵
す
罪
（
刑
法
一
三
章
）
は
、
社
会
法
益
に
関
す
る
犯
罪
類
型
に
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
伝
統

的
な
分
類
の
下
に
お
い
て
は
、
通
信
の
秘
密
及
び
企
業
秘
密
も
ま
た
社
会
法
益
に
含
ま
れ
る
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
支
払
用
カ
ー
ド
電
磁
的
記
録
に

つ
い
て
も
、
文
書
偽
造
の
罪
（
刑
法
一
七
章
）
が
社
会
法
益
に
関
す
る
犯
罪
類
型
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
扱
う
こ

と
に
な
る
。

（
58
）

「id
en
tifi
ca
tio
n
th
eft

」
は
、「
Ｉ
Ｄ
窃
盗
」
と
和
訳
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
、「p

h
ish
in
g
fra
u
d

」
を
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」

と
訳
す
る
の
が
適
切
で
な
い
の
と
同
様
、
財
物
で
は
な
い
純
然
た
る
情
報
の
無
権
限
取
得
行
為
に
つ
い
て
「
窃
盗
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る
こ
と
も

適
切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
将
来
、
仮
に
財
産
的
法
益
と
非
財
産
的
法
益
の
両
方
を
平
等
に
認
識
・
理
解
す
る
よ
う
な
法
思
想
が

普
及
す
る
時
代
が
来
る
と
す
れ
ば
、
非
財
産
的
法
益
の
無
権
限
取
得
の
場
合
に
お
い
て
も
「
詐
欺
」
や
「
窃
盗
」
の
語
を
用
い
て
も
何
ら
差
し
支
え
が

な
い
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
夏
井
高
人
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
立

法
動
向
―
無
権
限
ア
ク
セ
ス
を
中
心
と
す
る
比
較
法
的
検
討
と
日
本
法
へ
の
示
唆
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
〇
八
号
一
〇
六
頁
で
も
若
干
の
考
察
結
果

を
示
し
た
。

（
59
）

B
u
n
d
esm
in
isteriu

m
d
er
J
u
stiz:

S
tra
fg
esetzb

u
ch

h
ttp
:/
/
w
w
w
.g
esetze-im

-in
tern
et.d
e/
stg
b
/
in
d
ex
.h
tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
確
認
﹈



明治大学　法律論叢 85巻 4・5号：責了 tex/natsui-8545.tex page235 2012/12/21 10:39

235 ――サイバー犯罪の研究（二）――

（
60
）

こ
の
英
文
は
、
公
式
英
訳
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
〇
二
条
ｂ
及
び
同
法
二
〇
二
条
ｃ
中
に
あ
る
「A

b
fa
n
g
en
v
o
n

D
a
ten

」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
語
句
が
英
文
で
は
「P

h
ish
in
g

」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
〇
二
条

ｂ
及
び
同
法
二
〇
二
条
ｃ
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
行
為
に
対
す
る
処
罰
条
項
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
条
ｂ
及
び
二
〇
二
条

ｃ
が
Ｅ
Ｕ
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
（C

o
n
v
en
tio
n
o
n
C
y
b
ercrim

es

）
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
立
法
経
過
に
鑑
み
、「
デ
ー
タ
傍
受
」
と

い
う
訳
語
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。

（
61
）

﹇
訳
注
﹈
暗
号
化
さ
れ
た
通
信
な
ど
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
62
）

﹇
訳
注
﹈
電
子
計
算
機
に
お
け
る
無
線
通
信
及
び
装
置
か
ら
の
電
磁
波
放
射
の
二
つ
を
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
63
）

﹇
訳
注
﹈T

h
o
m
a
s
F
isch
er,
S
tra
fg
esetzb

u
ch
u
n
d
N
eb
en
g
esetze

5
9
.
A
u
fl
a
g
e,
C
.
H
.
B
eck
,
2
0
1
2

中
の
二
〇
〇
条
ｂ
の
解
説
（
一

三
三
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、「u

n
b
efv
g
t

」
と
は
、
一
般
的
な
「
違
法
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
64
）

C
H
A
P
T
E
R
4
7
-
F
R
A
U
D
A
N
D
F
A
L
S
E
S
T
A
T
E
M
E
N
T
S
(sectio

n
s
1
0
0
1
–
1
0
4
0
)

h
ttp
:/
/
w
w
w
.g
p
o
.g
ov
/
fd
sy
s/
p
k
g
/
U
S
C
O
D
E
-2
0
1
0
-title1

8
/
p
d
f/
U
S
C
O
D
E
-2
0
1
0
-title1

8
-p
a
rtI-ch

a
p
4
7
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇

月
二
〇
日
確
認
﹈

（
65
）

W
h
a
t
A
re
Id
en
tity

T
h
eft
a
n
d
Id
en
tity

F
ra
u
d
?

D
ep
a
rtm
en
t
o
f
J
u
stice

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ju
stice.g

o
v
/
crim

in
a
l/
fra
u
d
/
w
eb
sites/

id
th
eft.h

tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
確
認
﹈

（
66
）

R
o
m
a
n
ia
n
n
a
tio
n
a
l
p
lea
d
s
g
u
ilty
to
p
o
ssessin

g
u
n
a
u
th
o
rized

cred
it
ca
rd
s
n
u
m
b
ers,
id
en
tity

th
eft

U
n
ited

S
ta
tes
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
J
u
stice,

U
n
ited

S
ta
tes
A
tto
rn
ey
’s
O
ffi
ce,
D
istrict

o
f
M
in
n
eso
ta
,
O
cto
b
er
7
,
2
0
0
8

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ju
stice.g

o
v
/
crim

in
a
l/
cy
b
ercrim

e/
p
ress-relea

ses/
2
0
0
8
/
p
o
p
a
P
lea
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
確
認
﹈

S
o
C
a
l
M
a
n
a
g
er
o
f
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
m
p
u
ter
H
a
ck
in
g
R
in
g
S
en
ten
ced
to
F
iv
e
Y
ea
rs
in
F
ed
era
l
P
riso
n
fo
r
D
efra
u
d
in
g

B
a
n
k
s

U
.S
.
A
tto
rn
ey
’s
O
ffi
ce,
M
a
y
1
4
,
2
0
1
2

h
ttp
:/
/
w
w
w
.fb
i.g
o
v
/
lo
sa
n
g
eles/

p
ress-relea

ses/
2
0
1
2
/
so
ca
l-m
a
n
a
g
er-o
f-

in
tern
a
tio
n
a
l-co
m
p
u
ter-h

a
ck
in
g
-rin
g
-sen
ten
ced
-to
-fi
v
e-y
ea
rs-in

-fed
era
l-p
riso
n
-fo
r-d
efra
u
d
in
g
-b
a
n
k
s

﹇
二
〇
一
二
年
一
〇
月

二
〇
日
確
認
﹈
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（
67
）

諸
般
の
事
情
に
よ
り1

8
U
S
C

§1
0
2
8

の
c
項
以
下
の
条
文
（
原
文
）
を
割
愛
し
、
_
項
〜
b
項
ま
で
に
つ
い
て
の
み
翻
訳
を
試
み
た
。

（
68
）

﹇
訳
注
﹈「k

n
o
w
in
g
ly

」
は
、
日
本
国
刑
法
に
お
け
る
「
故
意
に
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
解
さ
れ
る
が
、
直
訳
で
あ
る
の
で
「
認
識
し
て
」
と
訳
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
認
識
す
べ
き
具
体
的
内
容
は
、
_
項
（1）
〜
（7）
に
規
定
す
る
個
々
の
犯
罪
行
為
類
型
に
よ
っ
て
異
な
る
。
な
お
、
関
連
す
る
裁
判
例
と
し

て
、F

lo
res-F

ig
u
ero
a
v
.
U
n
ited

S
ta
tes,
5
5
6
U
.S
.
6
4
6
(2
0
0
9
)

、U
n
ited

S
ta
tes
v
.
C
a
b
rera
,
2
0
8
F
.3
d
3
0
9
(2
0
0
0
)

等
が
あ
る
。

（
69
）

脚
注
（
57
）
参
照

（
70
）

四
〇
二
条
一
、
四
〇
二
条
二
（1）
、
（2）
、
（3）
及
び
（5）
を
訳
出
し
、
同
条
二
（4）
の
和
訳
を
割
愛
し
た
。

（
71
）

﹇
訳
注
﹈
要
す
る
に
、
詐
欺
罪
で
有
罪
と
な
る
行
為
の
た
め
に
使
用
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
他

人
の
識
別
情
報
を
所
持
す
る
行
為
は
犯
罪
行
為
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
条
項
で
あ
る
。

（
72
）

﹇
訳
注
﹈
要
す
る
に
、
詐
欺
罪
で
有
罪
と
な
る
行
為
の
た
め
に
使
用
す
る
目
的
が
あ
る
と
知
り
つ
つ
、
①
他
人
の
識
別
情
報
を
提
供
・
販
売
す
る
な

ど
の
行
為
、
ま
た
は
、
②
他
人
の
識
別
情
報
を
提
供
・
販
売
す
る
た
め
に
保
管
す
る
行
為
は
犯
罪
行
為
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
条
項
で

あ
る
。

（
73
）

﹇
訳
注
﹈
前
段
は
裁
判
所
の
管
轄
権
を
定
め
る
条
項
で
あ
る
。
被
疑
事
実
で
あ
る
犯
罪
実
行
地
や
被
告
人
の
勾
留
場
所
に
あ
る
裁
判
所
が
管
轄
権

を
有
す
る
。
後
段
は
、
カ
ナ
ダ
が
複
数
の
州
で
構
成
さ
れ
る
連
邦
国
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
轄
権
の
な
い
州
に
お
い
て
は
州
務
長
官
（
州
の
司
法

長
官
）
の
事
前
の
同
意
な
く
公
判
を
開
始
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
趣
旨
の
条
項
で
あ
る
。

（
74
）

本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
平
成
二
三
年
〜
平
成
二
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


